
支所機能の充実を目指します
地
域
の
行
政
問
題
は

私
た
ち
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

支
所
で
は
住
民
票
の
写
し
の
交
付
の
ほ
か
、
各
種
業
務
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
４
月
か
ら
市
政
に
関
す
る
相
談
や
要
望
も
お

受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
要
望
等
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
相
談
業

務
に
は
支
所
長
を
は
じ
め
と
す
る
ベ
テ
ラ
ン
職
員
が
当
た
り
ま

す
。
ご
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、
よ
り
便
利
な
支
所
を
目

指
し
、
支
所
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
は

支
所
長
が
伺
い
ま
す

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
住

民
票
の
写
し
の
交
付
や
印
鑑
登
録
、

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
の
届
け

出
な

ど
を

手
軽

に
で

き
る
よ

う

に
、
市
内
八
ヵ

所
に
支
所
を
設
置

し
て

、
各
種
の
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今

年
度
か

ら
は

、
こ

れ
ら

従

来
の

支
所
業
務
に
加
え
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
の

関
係
を
よ
り
身
近
な

も
の
に
し
、
地
域
の
実
情
や
ニ

ー

ズ
を
よ
り
的
確
に
汲
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

、
支

所
で

も
行

政
に
か

か

わ
る
意

見

（
提
言
）
や
要

望
、
相
談
な
ど
を
お

受
け
す
る
こ

と
に

な
り
ま
し
た
。

相談はお気軽にどうぞ

寄

せ

ら

れ

た

声

は

政

策

に

も

生

か

さ

れ

ま

す

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
意
見
や
要
望
は
、
地
域
の
事
情

に
詳
し
い

支
所
が
適
切
な
形
で
市

の
関
係
部
局
と
と
も
に

、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
対
し
て
よ
り
的
確
な

対
応
を
す
る
こ
と
で
、
き
め
細
か

な
サ

ー
ビ
ス

が
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
同
時
に
、
地
域
の
貴
重
な

情
報
は
新
し
く
設
置
さ
れ
た
政
策

企
画
室
に
も
伝
え
ら

れ
、
地
域
と

の
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

将
来
の

政
策
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

新
し
く
策
定
し
た
大
規
模
震
災

災 害義 援 金 を

あ りが と うご ざい まし た

「兵庫県南部地震災害義援金」の受け

付けは、本庁を除く各支所・市民センタ

ーなどでは４月14日吻をもって終了いた

しました。

１月18日～４月14日の間に１億5,233

万7,550円の多額の義援金をお寄せいた

だきました。皆様の温かいご援助をいた

だき、ありがとうございました。

義援金は、日本赤十字社千葉県支部を

通じて、兵庫県災害対策本部へ送付いた

しました。

今後の義援金は、援護課で引き続き受

け付けています。

悶援護課社会係

対
策
計
画
で

も
大
震
災
が
発
生
し

た
場
合
、
支
所
長
は
地
域
対
策
本

部
の
本
部
長
と
し
て
迅
速
な
対
応

を
図
り
、
地
域
の

情
報
な
ど
を
集

め
て
復
旧
に

向
け
て
の
体
制
の
指

揮
を
執
る
よ

う
定
め
ま
し
た

。
防

犯
灯
の
設
置
や
管
理
に
つ
い
て
も

受
け
付
け
ま
す
。
今
後
は
支
所
長

を
中
心
に

支
所
が
地
域
と
密
着
し

て
、
市
民
と
市
と
の
間
に
よ
り
よ

い
関
係
を
築
き
上
げ
、
地
域
の
発

展
の
た
め
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
活
動
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

な
お
、
本
庁
地
区
は
地
域
振
興
課

が
担
当
し
ま
す
。

黷

地
域

振
興
課
振
興
係

相
談
は
私
た
ち
が
お
受
け
し
ま
す

わたしの夢

田 澤　 智 子 さん （古ヶ崎南小学校６年）

私が大きくなったら、世界一周をしたいで

す。そして、知らない国の人々からいろんな

ことを学び、友達を増やしたいです。それは、

同じ地球にすんでいるのに、なにも知らない

のはおかしいと思うからです。そのために、

いろんな国の言葉を覚えたいです。

公
園
で
は
犬
を
放
さ
な
い
で
Ｉ
・

最
近
、
公
園
で
犬
を
放
す
人
が
増
え
利
用
者
が

た
い
へ
ん
迷
惑
し
て
い
ま
す
。

犬
を
飼
う
場
合
は
、
県
の
条
例
で
綱
や
く
さ
り

等
で
つ
な
ぎ
止
め
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

て
、
危
険
な
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
園
は
、
安
全
で
快
適
に
利
用
で
き
る
場
所
で

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
犬
の
飼
い
主
は
マ
ナ
ー

を
十
分
に
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

固
公
園
緑
地
課
管
理
係

外国の人と楽しく話す智子さん

六実支所長　　　 小金原支所長　　　 小金支所長　　　 常盤平支所長

増田 正雄　　　　土井 正夫　　　　　　杉 橋 佐平　　　 山口 敏彦

東部支所長　　　　 矢切支所長　　　 新松戸支所長　　　 馬橋支所長

鈴 木 直 次　　　　　　青 木 栄 治　　　　　石 井 光 孝　　　　 友 野　 守



中
学
校
給
食
が
全
校
で
実
施
に

くつろいだ雰囲気の中で話しもはずみます（今年度から始まった第二中学校で）

条例を一部改正

ラブホテル建築規制

ラ
ブ
ホ
テ
ル
建
築
規
制
に
関
す

る

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

が
４

月
１
日
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

良
好
な
生
活
環
境
と
健
全
な
教
育

環
境
の
保
護
を
守
る
た
め
の
条
例

で

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

な
お
、
主
な
改
正

点
は
次
の
と

お
り
で

す
。

剛
建
築
が
禁
止
さ
れ
る
ラ

ブ
ホ
テ

ル
の
要

件
に
次
の

も
の
を
追
加

し

ま
し
た
。

①
外
部
か
ら
玄
関
の
見
通
し
が

悪
く

、
閉
鎖
的
な
も
の

②
フ
ロ
ン
ト
と
ロ

ビ
ー
が
一
体

で
な
い
も
の

③
ロ

ビ
ー
に
近
接
し
て
男
女
別

共
用
便
所
が
な
い
も
の

④
ダ
ブ
ル

ベ
ッ

ド
を
置
い
た
客

室
が
全
体
の
三
分
の
一
を
超

え
る
も
の

⑤
専
ら
性
的
好

奇
心
を
そ
そ
る

た
め
の
物
品
を
毆
い
た
客
室

平
成
二

年
度
に
二

校
で
ス

タ
ー
ト
し

た
中
学
校
給
食

は
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
五
校
加
わ
り
、
す
べ
て
の
中
学

校
（
二
十
一
校
）
で
始
ま
り
ま
し
た
。

選
択
方
式
の
中
学
校
給
食

市
の
中
学
校
給
食
は
、
全
生
徒

を
対
象
に
給
食
ま
た
は
弁
当
持
参

の
い

ず
れ
か
を
自
分
た
ち
で

選
び
、

さ
ら
に
給
食
で
は
二
つ

の
メ
ニ
ュ

ー
（
ご
飯
メ
ニ
ュ

ー
か
パ
ン
メ
ニ

ュ

古

か
ら

選
択
し
ま
す
。

予
約
は
、
学
校
の
栄
養
士

が
作

成
し
た
献
立
表
を
も
と
に

一
週
間

単
位
で

行
い

、
曜
日
ご
と
に
給
食

か
弁
当
か
を
決
め
ま
す
。

望

ま

し

い

食

習

慣

を

育

て

る

手

助

け

に

選
択
方
式
の
給
食
は

生
徒
に
と

つ
て

、
個
人
差
や
健
康
状
態
な
ど

に

応
じ
て
、
食
事
の
内
容
を
選
択

し
た
り
量
を
調
節
し
た
り
す
る
な

ど
、
自
分
で

考
え
て
行
動
し

、
体

験
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す

。

こ

う
し
た

体
験
は
自
分
の
食
事

を
管
理
す
る

能
力
を
高
め
る
だ
け

で
な
く
、
生
活
の
基
本
で
あ
る
食

事
に
つ
い
て
望
ま
し
い
あ
り
方
を

考
え
、
自
分
の
健
康
は
自
ら
つ

く

っ
て
い

く
と
い
う
素
地
を
つ
く
る

手

助
け
に

な
る
と

考
え
て
い

ま

す
。ま
た

、
食
堂
な
ど
く
つ

ろ
い

だ

雰
囲
気
の
中
で

食
事
を
す
る
こ
と

は
、
生
徒
間
、
あ
る
い
は
生
徒
と

教
師
の
ふ
れ
合
い
を
深
め
、
友
だ

ち
の
存
在
感
を
大
切
に
す
る
な

ご

が
あ
る

も
の

恋
周
辺
環
境
を
保
護
す
べ
き
施
設

の
追
加
指
定
が
で

き
る
よ
う
に

し
ま
し
た

。

ぼ
建
築
審
査

申
請
を
す
る
三
〇
日

前
に

建
築
計
画
事
前
公
開
板
を

設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

圉
大
規
模
の
修
繕
ま
た
は
大
規
模

・
の
模
様
替
え
工

事
を
す
る
場
合

に
は

、
工
事
着
手
前
に
市
長
へ

の
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
し

た
。

庖
ホ
テ
ル
を
所
有
ま
た
は
営
業
し

て
い
る
方
は
、
ホ
テ
ル
の
形
態
、

設
備
、
構
造

等
の

状
況
に
つ
い

て

、
市
長
へ
の
定
期
報
告
が
必

要
に
な
り
ま
し

た
。

㈲
条
例
違
反
者
等
に
対
す
る
罰
金

の
額
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

醴
住
宅
課
指
導
調
整
室

や
か
な
心
を
育
て
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

多
く
の
生
徒
や

保
護
者
に
も
好
評
で
す

中
学
校
の
給
食
が
ス
タ
ー
ト
し

て
６
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
給

食
と
弁
当
の
選

択
な
ら
び
に
給
食

メ
ニ
ュ
ー
の

選
択
方
式
は
、
多
く

の

生
徒
・
保
護
者
に
満
足
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

市
で
は
こ
れ
か
ら
も
よ
０

望
ま

し
い
食
の

あ
り
方
を
考
え
、
家
庭

や
地
域
と
の

連
携
を
通
し
て

、「
食

と
文
化
」
に
つ
い
て

関
心
と
理
解

が
必
要
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
中
学
校
給
食
の
あ
り
方

を
考
慮
し
、
中
学
生
の
心
身
の
発

育
段
階
に
即
し
た
学
校
給
食
の
充

実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

黯

保
健
体
育
課
給
食
係

私道の舗装

側溝敷設を

援助します

対
象
と
な
る
私
道
…
①
幅
員
が

原
則
と
し
て
四
靆
以
上

②
両
端
ま

た
は
一

端
が
公
道
に

接
し
て
い

る

③
築
造
後
五
年
以
上
経
過
し
て
い

る
④
五
世
帯
以
上
の

住
居
が
隣
接

し
て
い
る

⑤
工

事
に

支
障
と
な
る

物
件
が
な
い

⑥
側
溝
敷
設
に
つ
い

て

は
、
公
道
等
の
排
水
施
設
に
接

続
が
可

能
な
こ

と
以
上
の
条
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い

る
こ

と

工

事
の
申
請
者
：
私

道
敷
地
の

所
有
者
等
の
総
意
に

基
づ
き
一
切

の
権
限
を
委
任
さ
れ
た
人
、
ま
た

は
私

道
敷
地
等
の
管
理
に
つ
い
て

組
合
等
が
設
立
さ
れ
て
い
る
場
合

は
そ
の
長

受
付
期
間
…
５
月
８
囗
㈲
～
肌

日
困
ま
で

工
事
内
容
・：
舗
装
工
事
は
ア
ス

フ

ァ
ル
ト
舗
装
ま
た
は
コ

ン
ク
リ

ー
ト

舗
装
。
側
溝
工
事
は
Ｕ

字
溝

（
蓋
つ
き
を
含
む
）
ま
た
は
Ｌ

型
溝

地
元

負
担
見
込
額
・：
左
表
の
と

お
り
で
す
が
、
現
場
の
状
況
に
よ

り

変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

固
土
木
部
管
理

課
業
務
係

工事種別
工

法

両端が公道に

接する道路

一端が公道に

接する道路

フフスフ 剴 レト

舗装新設工事

Ａ 1,410円／ｍ２ 1,980円／ｍ２

Ｂ 2,650円／ｍ２ 3,720円／ｍ２

アスファ ルト

舗装補修工事

(オーパーレイ)

Ａ 800円/m2 1,120円/m2

Ｂ 980円／ｍ２ 1,370円／ｍ２

コンクリ ート
舗装新設工事 Ａ 4,890円／府 6,840円/m2

Ｕ 字溝敷設工
事（ 蓋なし ） Ａ 4,940円／ｍ 6,920円／ｍ

Ｕ字溝敷設工

事（蓋つき）

Ａ 8,650円／ｍ 怙110円／ｍ

Ｂ 9,700円／ｍ 13,590円／ｍ

０ 9,860円／ｍ 13,800円／ｍ

匚型 溝敷設工

事

Ａ 3,420円／ｍ 4,790円／ｍ

Ｂ 4,320円／ｍ 6,050円／ｍ

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
の

補
助
対
象
地
域
を
拡
大

河
川
浄
化
の
た
め
、
市
で
は
し
尿

と
台
所
等
の
雑
排
水
を
処
理
す
る

合
併
処
理
浄
化
槽
（
変
則
合
併
処

理
浄
化
槽
）
を
設
置
さ
れ
る
人
に

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
度
か
ら
従
来
の

真

間
川
流
域
に
加
え
て
、
坂
川
、
手

賀
沼
流
域
の
一

部
ま
で
補
助
の
対

象
地
域
を
拡
大
し
ま
し
た
。

補
助
対
象
地
域
…
初
富
飛
地
・

串
崎
南
町
の
全
部
と
五
香
六
実
、

日
暮
、
松
飛
台
、
串
畸
新
田
、
紙

敷
、
和
名
ヶ
谷
、
河
原
塚
、
大
橋
、

秋
山
、
高
塚
新
田

、
小
金
、
幸
田
、

幸
田
三
丁
目
、
平

賀
、
東
平
賀
、

根
木
内
、
栗
ケ
沢
、
金
ヶ
作
、
千

駄
堀
、
ハ
ケ
畸
、
八
ヶ
崎
四
丁
目
、

中
和
倉
、
上
本
郷
、
松
戸
新
田

、

七
右
衛
門
新
田

、
旭
町
、
主
水
新

田
、
栄
町
西
、
小
山
、
上
矢
切
、

中
矢
切
、
下

矢
切
、
栗
山
、
六
実

一
丁

目
～
四
丁
目
の
一
部

補
助
の
条
件
…
専
用
住
宅
、
共

同
住
宅
、
店
舗
併
用
住
宅
（
た
だ

し
住
居
部
分

が
二
分
の
一
以
上
の

も
の
）
な
ど
に
、
五
～
五
十
人
槽

ま
で

の
合
併
処
理
浄
化
槽
（
処
理

能
力
に
条
件
あ
り
）
を
設
置
す
る

こ

と
な
ど

※
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
や
既
設
の

浄
化
槽
を
合
併
処
理
浄
化
槽
に

変
更
す
る
場
合
も
補
助
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

※工法の 選定は 、道路形態により 異なり ます。
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50302010 9 8 7 6 5
人 人 人 人 人 人 人 人 人
槽 槽 槽 櫪 槽 櫪 槽 櫪 槽

蕊

の安

４　 ３　 １　 １　 １

丶　　丶　　丶　　丶　　丶３　 ２　 ８　 １　 ０　 ９　 ８　 ７　 ６

２　 ９　 ５　 ０　 ０　 ０　 ０　 ０　 ０

６　 ６　 ４　 ０　 ０　 ０　 ０　 ０　 ０

丶　　丶　　丶　　丶　　丶　　丶　　丶　　丶　　丶
０　 ０　 ０　 ０　 ０　 ０　 ０　 ０　 ０

０　 ０　 ０　 ０　 ０　 ０　 ０　 ０　 ０

０　 ０　 ０　 ０　 ０　 ０　 ０　 ０　 ０

円 円 円 円 円 円 円 円 円

頡

諮

限混

補
助
金
の
限
度
額
・ｊ
右
表
の
と

お
り補
助
の
申
請
…
事
前
に
手
続
き

が
必
要
で
す
。

黯

生
活

環
境
課
生
活

環
境
係

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
十
九
　
学
校
検
診
に
つ
い
て

新
学
期
が
始
ま
り
、
児
童
生

徒
の

皆
さ
ん

も
元
気
に
登
校
し

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

４
月
・
５
月
・
６
月
に
わ
た

っ
て
、
各
学
校
で
は
検
診
事
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
歯
科
検
診
に

関
す
る

内
容
の
改
正

が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
き
く
変
わ
っ
た
点
は
、
今

ま
で

の

検

診
に
は

な
か

っ
た

「
経
過
観
察
」
と
い
う
項
目
が

取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

こ

れ
ま
で
虫
歯
、
歯
肉
炎
と

し
て
治
療
勧
告
の
対
象
と
な
っ

て
い
た
も
の
の
う
ち
、
初
期
軽

度
と
認
め
ら
れ
る
状
態
に
つ
い

て
は
Ｃ
Ｏ
・
Ｇ
Ｏ
と
い
う
項
目

を
つ
く
り
、
学
校
ま
た
は
歯
科

医
院
で
の
適
切
な
指
導
の
も
と

に
経
過
を
観
察
し

、
日
常
生
活

に
お
い
て
も
家
庭
で
の
協
力
が

必
要
で

あ
る
こ
と
を
強
調
す
る

も
の
で
す
。

ま
た
、
こ

れ
ま
で
は
そ
の
他

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

カ
チ

ツ
と
ベ
ル

ト

運 動の 重点 目標

○シートベルトの着用の徹底

○子供と高齢者の交通事故防

止

○飲酒・無謀運転の追放

○違法駐車の追放

の
疾
病
お
よ
び
異
常
と
し
て
い

た
次
の
項
目
が
検
査
項
目
に
取

り
入
れ
ら
れ
ま
し

た
。

閇
歯
列
・
咬
（
こ
う
）
合
・

顎
（
が
く
）
関
節
の
状
態
、印
歯

垢
の
状
態
、
ウ
歯
肉
の
状
態

が

検
査
項
目
に
入
り

、
歯
列
・
校

合
・
顎
関
節
の
状
態
、
歯
肉
の

状
態
に
つ
い
て

は
、
㈲
異
常
な

し

出
観
察
が
必
要

ぼ
歯
科
医

師

に
よ
る
精
密
検
査
と
診
断
が
必

要
の
三
段
階
で
記
入
さ
れ
ま
す
。

②
に
該
当
す
る
人
に
対
し
て

は

治

療
の

指
示

が

出
さ

れ
ま

す
。
ま
た
、
歯
垢
（
こ

う
）
の

状
態
は
、
㈲
良
好
剛
若
干
の
付

着

ぼ
相
当
の
付
着
に
分
け
ら
れ
、

口

腔
（
く
う
）
清
掃
指
導
の

対

象
を
決
め
る
も
の
で

す
。

。

し
か
し
な
が
ら
、
集
団

検
診

と
歯
科
医
療
機
関
で
の
慎
重
な

診
査
と
の

間
に
相
違
が
で
て
し

ま
う
の
は
、
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ

の
点
は
、
十
分
な
ご
理
解
を

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
　
　
（
松
戸
歯
科
医

師
会
）

５
月
‥川
日
～
2
0日

キ
チ

ッ
と
ル

ー
ル



(全18 回)

時間…午前10時～正午

会場…市民劇場

対象…市内在住で60歳以上の人

定員…300人 費用…無料

期　日 テ　ー　 マ 講　　　 師

5 /18W 開　 校　式

６／１困
15附

円 高ド ル安のゆく え

～日 本経済に与える 影響～

千葉 経済大学教授

今泉ｲ圭久氏

７／６困
20困

高 齢者に多 い病気

～そ の対応と㈲がまえ～

埼玉県 立ガン センター

内科系 外来医長　井上賢一氏

９／７困
21困

地 球規模で考える

～自 然の破壊と保 護～

北 海道 教育大学助教授

相原正義氏

10/ 5 附
19困

輸入 食品の安全性

あな たの食卓は大丈夫？

日本子 孫基金世話人 ・消費生

活フフド バイザー　三宅征子氏

11/2 W 戸籍 から みた人権 市職員　　　　　 峭野益知氏

16附 同和問 題を 考える
関宿町立 関宿小学校教頭

佐藤邦夫氏

12/ 7 困
21困

激動 するﾌﾌ ｼﾞﾌﾌ

Ｉポスト 部小平IIどうなる朝鮮半島
ﾌﾌ ｼﾞﾌﾌ経済研究所

Ｈ ８

１ ／１８附
民話と思 想 童話作家　　　 鈴木喜代春氏

２／１困
15困

世界文化 遺産

未来に 遺すも の～日 本の 遺産

国立歴史民俗 博物館情報資料

研究部教授　　　 濟島正士氏

３／７附 私と生 涯学 習 的場製朏所 社長　的場研二氏

28困 閉校式

教　室　名 日　　　時 講　　　師 会場 費用 対象 定員

コミック教室

～さようから
マンガ家

5/27 ～6/24 の
毎週土曜日（全５回）

午後３時～４時30分

少年サンデーコミ
ックフランツＵ作

家　鈴木ゆうじ氏

青
少
年
会
館

1,000円

小
学
３
年
以
上

25
歳
未
満
の
人

各

20
人

ぼくもわたし

もチヤリンコ
博士

６／４ ・１１の

日曜日（全２回）
午後３時～４時

新松戸サイクルラ

ンド
根本喜正氏

無料

気分は宗次郎
～ォカＵナ教

室

5/28 ～７／２の

毎週日曜日（全６回）
午前10時～正午

ォカＵナサークル

武田利夫氏ほか
3,000円

土の術・花の
術

～手作り陶器
に生け花

６／４～１８の

毎週日曜日（全３回）

午前10時～正午

小堀二三男氏

鳥井美恵子氏
2,000円

太鼓名人

～ひびけ松戸
太鼓

６／３～1/15 の

毎週土曜日（全Ｚ回）
午後３時～４時

馬橋太鼓の会
杉原菖之輔氏

無料

めざせ！全日
本女子バレー

ボール

６／３～７ ／２２の

毎週土曜日（全ア回）

午後２時～４時

松戸ファイターズ

指導者
小
学生
50
人

親子でグラウ
ンドゴルフ

6 /25の

日曜日
午前９時～10時

体育指導委員
香川和香氏
木下　宏氏

小
学
３
年
以
上

20
組

親子で
包丁一本

男の料理

６／３の

土曜日

午後３時～５時
金太楼　板前

市回
罷
実費 10

組

生

涯

学

習

大

学

５
月
日
日
團

〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往
復

（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
し
て
、
〒
詞
松
戸
市
上
矢
切
二

九
九
－

一
矢
切
公
民
館
（

昔
6
8・
－

２
－

４
番
）
へ
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
夫
婦
で
の
申
し
込
み
は
、
（

ガ
キ

ー
枚
に

連
記
し
て
応
募
可
能
で
す
。

青

少

年

教

室

５
月
1
7日
團
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往
復

（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
学

校
・
希
望
教
室
名
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
松

戸
市
新
松
戸
南
ニ
ー
ニ
青
少
年
会
館
（
B

4
4・
8
5
5
6

番
）
へ（
宙

摩

黔

響

汪
濕

※
返
信
用
の
（

ガ
キ
を
持
参
し
て
窓
口
で
の

申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

財
松
戸
市
福
祉
公
社
会
員
募
集

福
祉
公
社
は
、
高
齢
者
や
障
害

を
持
つ
人

が
必
要
と
す
る
家

事
援

助
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
地
域
の

人
た
ち
の
参
加
と
協
力
に
よ
り

、

有
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

公

社
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
協
力
会
員
と
サ

ー
ビ
ス

を
利
用

す
る
利
用
会
員
と

事
業
に

賛
同
し

て
い
た
だ
け
る
賛
助
会
員
に
よ
っ

て

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

サ

ー
ビ
ス

を
利
用
し

た
い
人
、

福
祉
に
関
心
が
あ
り
、
社
会
に
役

立
つ
活
動
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

利

用

会

員

高
齢
だ
っ
た
り
、
障
害
を
持
っ

た
り
し
て

、
日
常
生
活
の
中
で
手

助
け
を
必
要
と
す
る
人
（
世
帯
）

で
公
社
が
サ

ー
ビ
ス
の

必
要
性
を

認
め
た
世
帯
。

※
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
は

、
表
３

の
と
お
り
で
す
。

協

力

会

員

利
用

会
員
の
自
宅
へ

出
向
き
、

掃
除
・

洗
濯
・
調
理
な
ど
の
家
事

援
助
や

、
通
院
・
散
歩
の
介
助
な

ど
の

介
護
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
会
員
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
を
お
持
ち

の
市
内
在
住
・
在
勤
の
二
十
歳
以

上
の
人
。

※
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
知
識
や
技

術
を
身
に
つ
け
て
い

た
だ
く
た

め
、
登
録
時
に
基
礎
研

修
（
表

２
）
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

賛

助

会

員

福
祉
公

社
の
事
業
に
賛
同
し
て

い
た
だ
け
る
個
人
・
団
体
・
企
業

な
ど
の

皆
さ
ん
。
会
員
の
人
に
は

公
社
報
を
お
届
け
し

ま
す

。

※
年
会
費
は
表
１
の
と
お
り
で

す
。

理

髪

サ

ー

ビ

ス

を

開

始

６

月
―
日
困
か
ら
、
外
出
で

き

ず
気
軽
に
理
髪
で
き
な
い
人
を
対

象
に

、
千
葉
県
理
容
環
境
衛
生
同

業
組
合
松
戸
支
部
の

協
力
に
よ
り

出
張
理
髪
を
開
始
し

ま
す

。

福

祉

公

社

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

を

募

集

対
象
五
十
歳
未
満
の
人
で

、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
二
級
課

程
修
了

者
、
ま
た
は
そ
れ
と
同
等

の
研
修
を
修
了
し

た
人
　

勤
務
土

日
を
含
め
て
週
二
王

二
日
　

定
員

若
干

名
　
応
募
期
限
５
月
1
9日
溺

待
遇
委
細
面
談

(表 ２協力会員基礎研修

期　間 時　間 会場

Ａ
５／ ９～ ６ ／１３の

毎週火曜日
午後1時30分～4時

衛
生
会
館

Ｂ
７／６～ ８ ／１０の

毎週木曜日
午前9時30分～正午

０
9/6 ～10/11 の
毎週水曜日 午後1時3C}分～4時

研修は ６日 間（ 個時間）で す。

応募状況 により 今後も研修を 予定します。

※

※

賛助会員年会費（表１）
個　人 法　人

入会金 1,000円 10,000円

年会費 1,000円 10,000円

6/4ゴミゼロ運動にご協力

を

春の市民ぐるみで

クリーンデー

関
東
地
方
一
都
九
県
で
は
、「
環

境
美
化
運
動
」
と
し
て

、
空
き
缶

な
ど
の
散
乱
ご
み
の
一
斉
清
掃
を

共
同
し
て

実
施
し
て

い
ま
す
。

今
年
は
６

月
４
日
㈲
に

行
い
ま

す

。

ま
た
同
時
に
、
河
川
美
化
の
一

環
と
し
て

、
江
戸
川
沿
岸
の
市
町

村
が
一
斉
に
「
江
戸
川
ク
リ

ー
ン

大
作
戦
」
も
行
い
ま
す
。

当
日
の

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

環

境

美

化

運

動

６

月

４

日

㈲

〔

雨

天

の

場

合

は

１１１１１１
日

㈲

〕

の

午

前

中

の

一

時

間

清

掃

範

囲
・：

町

内

会

の

公

園

な

ど

の

公

共

ス

ペ

ー

ス

や

家

の

周

辺

鬩

清

掃

業

務

課

業

務

第

一

係

江

戸

川

ク

リ

ー

ン

大

作

戦

６

月
４

日

㈲

［
雨
天

の

場

合

は

1
1
1
1

一
日

㈲
］
、
午
前
９

時
工

…作
時

清

掃

範

囲
・
：
江

戸

川

河
川

敷

圜

清

掃

部

管
理

課

庶

務

係

新しく

なった

予防接種

予
防
接
種
法
の
主
な
改
正
内
容
①

今
年
の
４
月
か
ら
予
防
接
種

の
実
施
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。

３
月
2
0日
号
の
広
報
ま
つ
と
て

も
改
正
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
、
ま

た
予
防
接
種
を
受
け
る
際
に
ど

の
よ
う
な
注
意
が
必
要
か
な
ど

に
つ
い
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
詳
し

く
ご
紹
介
い
た
し

ま
す

。

予
防
接
種
の
役
割

病
気
（
伝
染
病
）
を
予
防
す

る
た
め
に
予
防
接
種
が
果
た
し

て

き
た
役
割
は
、
大
変
大
き
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
最
近
、
国
内

で

は
伝
染
病
の
流
行
は
あ
ま
り

見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
天
然
痘
も
世
界
中
か
ら
根

絶
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
予

防
接
種
の
効
果
に
よ
る
も
の
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て

予

防
接
種
は
、
今
で

も
最
も
効
果

的
な
予
防
法
で

あ
る
こ

と
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん

。

し
か
し
現
在
の
日
本
で

は
、

公
衆
衛
生
や
医

療
水
準
の
向
上

等
に
よ
り
、
伝
染
病
の
発
生
が

著
し
く

減
少
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
社
会
に
お
け
る
疾
病

の
蔓
（
ま
ん
）
延
を
防
ぐ
こ
と

に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
予
防

接
種
制
度
全
般
の
見
直
し
が
行

わ
れ
、
義
務
接
種
か
ら
、
個
人
の

病
気
を
予
防
す
る
こ

と
を
主
眼

と
し
、
医
師
の

診
察
の
結
果
を

ふ

ま
え
て
、
接

種
す
る
か
ど
う

問保健衛生課

か
保
護
者
が
判
断
す
る
方
法
に

変
わ
り
ま
し
た
。

安

心
し

て

接

種

を

受

け

る
た

め

に

は

予

防
接
種
は
、
免
疫
を
つ

け

る
こ
と
に
よ
っ
て
病
気
に
か
か

り
に
く
く
す
る
効
果
的
な
方
法

で

す
が
、
子
ど
も
の
健
康
状
態

に
よ
っ
て
は
、
ま
れ
に
副
反
応

が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

健
康
を
守
る
た
め
に
受
け
た
予

防
接
種
が
原
因
で
健
康
を
損
な

っ
て
し
ま
っ
て
は

、
予
防
接
種

を
受
け
る
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん

。

予
防
接
種
の
仕
組
み
が
変
わ

っ
た
背
景
に
は

、
受
け
た
後
の

副
反
応
に
よ

る
問
題
が
大
き
く

関
わ
っ
て
い

ま
す

。
そ
こ
で

、

よ
り

安
全
に

、
安
心
し
て

予
防

接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

、

子
ど
も
の
体
質
や
体
調
に
合
わ

せ
て
接
種
を
受
け
ら
れ
る
個
別

予
防
接
種
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め

保

護
者
は
、
子
ど
も
の
体
質
も
含

め
て
日
ご
ろ
の
様
子
を
よ
く
知

っ
て
い
る
、
掛
か
り
つ

け
の
医

師
を
持
つ
こ
と
を
心
掛
け
る
と

と
も
に
、
何
の
た
め
の
予
防
接

椋
か
、
ど
ん
な
副
反
応
が
出
る

可
能
性
が
あ
る
の
か
な
ど
、
よ

く
理
解
し
て
納
得
し
て

お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

、
分

か
ら
な
い
こ
と
や
心
配
な
こ
と

は
遠
慮
せ

ず
に
質
問
し
て

、
安

心
し
て

予
防
接
種
に
臨
み
ま
し

ょ
う
。

サ ービス利用料 （表 ３）

「
家
庭
ゴ
ミ
の
分
け
方
・
出
し
方
」
の

チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

町
内
会
・
自
治
会
を
通
じ
て

各
家
庭
に
配
り
ま
す
。
ま
た
、

市
民
課
・
各
支
所
に
も
用

意
し

て
い
ま
す
。

※
中
身
の
見
え
な
い
黒
ビ
ニ

ー

ル
は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
の
集
積
場
は
き
れ
い
に

使
い

ま
し
ょ
う
。

黯
清
掃
部
業
務
誄
業
務
第
一
係

入 会 金 1,000円（登録時のみ）

月 会 費 月1,000円（基本サービス）

家
事

介
護
援
助
サ
｜
ビス

派遣時間

月曜日～金曜日
士日曜日・
祝日

午前９時～

午後５時

午前8時～9時

午後5時～8時

午前９時～

午後５時

利

用

料

家事
１時間

900円

１時間

1,100円

１時間

1,100円

介護
１時間

1,100円

１時間

1,300円

１時間

1,300円

理髪 １回　5,000円（ ※６月９日がら実施）

派遣経費 派遣１回につき500円

24時間あんしん電話
サービス

月3,500円

(通話料・消費税別)

生涯学習

大学

平成７年度



●ＰＬ法(貘造物責任法)スタート

ーフ月１日から一

●食品の日付表示が期限表示に

－４月１日から一

固消費生活課消費生活係できる消費生活を
５月は消費者月間です

安全で安心

県

民

の

日

フ

ァ

ミ

リ

ー

バ

ス

ツ

ア

ー

６
月
1
0日

出
午
前
８

時
3
0分
、

松
戸
市
役
所
前
集
合
　
行
き
先
幕

張
メ
ッ
セ
（
森
口
博
子
・
森
脇
健

児
バ
ラ
エ
テ

。
１

シ
ョ
ーー
＆
音
楽

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
ほ

か
）
、県
立
中

央
博
物
館
　

対
象
市
内
在
住
の
人

（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

費
用
無
料
　
定
貝
五
十
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
昼
食
は

各
自
で

持
参

惠
５

月
1
5日
囲
（
必
着
）
ま
で

に
、

往
復
（

ガ
キ
に
申
込

者
全
員
の
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

松
戸
市
役
所
前
乗
車
希
望
と
記
入

し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七
東

葛
飾
支
庁
県
民
セ
ン
タ
ー
「
フ
ァ

ミ
リ

ー
バ
ス
ツ
ア
ー
」
係
（

酋
６５

Ａ

０
０
８
番
）
へ

Ｐ
Ｌ
法
（
製
造
物
責
任
法
）
が

ス
タ
ー
ト

７
月
１
日
か
ら
、
Ｐ
Ｌ
法
（
製
造
物
責
任
法
）
が
施
行
さ
れ

ま
す
。
Ｐ
Ｌ

法
は
、
製
品
の
欠
陥
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
場
合
に
、

そ
の
製
品
（
製
造
物
）
を
製
造
し
た
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
損
害
賠

償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
関

わ
る
と
て

も
身
近
な
法
律
で
す
。

で
し
た
。

し
か
し

、Ｐ
Ｌ

法
な
ら

ば
、
「
製

造
業
者
の
過
失
」

を
証
明
で

き
な

く
て

も
、「
欠
陥
の
証
明
」
が
で
き

れ
ば
、
損
害
賠
償
が
請
求
で

き
る

よ
う
に
な
り
ま
す

。

つ
た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
高
度
な
技
術
と
複
雑

な
工
程
か
ら
生
ま
れ
た
製
品
に
つ

い
て

、
ど
ん
な
過
失
で

損
害
が
生

じ
た
の
か
を
、
被
害
者
で

あ
る
消

費
者
が
証
明
す
る
の
は
大
変
困
難

製
品
と
は

、
平
成
７

年
７

月
以

降
に

「
製
造
又
は
加
工

さ
れ
た
動

産
」
で

、
一
般
に
は
大
量
生
産
・

大
量
消
費

さ
れ
る
工

業
製
品
な
ど
、

人
が
手
を
加
え
た
後
に
引
き
渡
さ

れ
た
商
品
で
す
。

不
動
産
、
野
菜
な
ど
の
未
加
工

農
林
畜
産
物
、
電
気
、
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア

な
ど
は
該
当
し
ま
せ
ん
（
右

下
図
）。

欠

陥

の

基

準

は

ケ

ー

ス

バ

イ

ケ

ー

ス

欠

陥
の

判

断

は

、「
製
品
の
特
性
」

「
通

常
予

想

さ

れ

る

使
い

方

」
「

製

造

業

者

が
製

品

を

引
き

渡

し

た
時

期

」

な
ど

の

事

情

を
考

慮

し
て

、

そ

れ

ぞ
れ

の

ヶ
Ｉ

ス

に

よ

っ
て

判

断

さ
れ

ま

す

。

製
品

に

危

険

が

あ

っ
て

も

、
指

示
や

警

告

が

適
切

だ

っ
た

場

合
や

、

使
い

方

が
異

常
で

あ

っ
た

場

合
は

、

製
品

に

欠

陥

が
無

い

と

判

断

さ
れ

る
こ

と

が
あ

り
ま

す

。

日
々
の
暮
ら
し
の
中
の
買
い

物
や
契
約
、
衣
食
住
の
こ
と
な

ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題

は
、
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
き

て
い
ま
す
。

セ
ン

タ
ー
に
は
、
市
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
相
談
員
が
、
常
時
二

人
待
機
し
、
皆
さ
ん
ガ
ト
う
ブ

ル
に
遭
わ
な
い
よ
う
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
り
、
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
電
話
で

も
応
じ
て
い
ま
す
。

県

民

の

日

フ

ァ

ミ

リ

ー

シ

ア

タ

ー

「

ヘ

ン

ゼ

ル
と

グ

レ

ー

テ

ル
（

人

形

劇

）
」

６
月
1
8囗
㈲
午
前
1
0時
3
0分
～

午
後
Ｏ
時
4
0分
と
午
後
２

時
～
３

時
4
0分
　

会
場
浦
安
市
文
化
会
館

定
員
千
二
百
九
十
人
（
応
募
者
多

こ

ど

も

の

日

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム
特

別

投

映

５

月
５
日
脚
午
前
1
0時
・
午
後

１

時
3
0分
・
午
後
３

時
3
0分
　

会

場
市
民
会
館
　
内
容
幼
児
向
け
の

特
別
番
組
　

費
用
子
ど
も
三
十
円
・

大
人
五
一
円
（
三
十
分
前
か
ら
入

場
券
発
売
）

蠢
市
民
会
館

容
6
8－
1
2
3
7

番

財

土

屋

文

化

振

興

財

団

に

よ

る

助

成

金

の

案

内

対
象
県
内
で

活
躍
し
て

い
る
個

人
お
よ

び
団
体
　
助

成
分
野
基
礎

医
学
、
伝
統
芸
能
、
伝
統
技
芸
、

音
楽
、
演
劇
、
絵
画

、
工
芸
、
彫

刻
、
ス

ポ
ー
ツ
　

助
成
金
額
五
十

万
円
～
百
万
円
　

募
集
期
間
６
月

１
日

出
～
８
月
1
0日
出

蠢
剛
土
屋
文
化
振
興
財
団
四
6
4－

3
6
8
9

番

「
高

齢

者

の

よ

い

歯

の

コ

ン

ク

ー
ル

」

の

お

知

ら

せ

６
月
３
日
出

午
後
１

時
3
0分
～

３

時
　
会
場
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー

対
象
八
十
歳
以
上
（
平

成
７
年
４

月
１
日

現
在
）
で

、
歯
（
か
ぶ
せ

た
歯
・
さ
し
歯
可

）
が
二
十
本
以

上
あ
る
人

心
優
勝
者
は

、
県
の
コ
ン

ク
ー
ル

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

惠
電
話
で
健
康
管
理
課

保
健
計
画

係
f
1
6
6
－
7
4
8
6

番
へ

警

察

官

募

集

試
験
日
第
一
次
り
６
月
３
日
出

会
場
運
転
免
許
本
部
（
幕
張
）
　
定

員
男
子
Ａ

夭

学
卒
）
二
十
八
人
、

男
子
Ｂ
（
そ
の
他
）七
人
、
婦
人
Ａ

（
大

学
卒
）
六
人
　

申
込
期
間
５
月

2
2日
囲
ま
で

残
松
戸
警
察
署

四
6
9－
0
1
1
0

番

、
松
戸
東
警
察
署
・
1
4
9
－
0
1

1
0
番

数
の

場

合

は

抽
選

）
　
　
費

用

無
料

惠
５

月
2
0
日

倒
〔
必

着

〕
ま
で

に

、

往
復
（

ガ

キ
に

申
込

者

全

員
の

住

所
・
氏

名
・
年

齢
・
電

話
番

号
・
希

望

す

る

時

間
を

記
入

し

て

、
〒
2
7
1松

戸

市

小

根
本

七

東

葛

飾
支

庁

県

民

セ

ン

タ

ー

「
フ

ァ

ミ
リ

ー
シ

ア

タ

ー
」

係
(
G
6
5－
3
0
0
8

番

）
へ

「

親

と

子

の

楽

し

い

本

だ

な

」

勉

強

会

参

加

者

募

集

毎

月

第
二

火
曜

日

（
お
は

な

し

会

）
、
第

三

金

曜
日
（
読
み

き
か

せ
・

親

子

読

書

会

）
、
一
回

目

は
５

月

９

日

㈹

午

後
３

時
3
0
分

～

４

時
3
0
分

会

場

市
立

図

書
館

本

館

・

お
は

な

し

の

へ

や
　

対
象

親

子

十
組

字

ど
も

四

歳
以

上

）
　
費

用
無

料

※
両

方
の

会

に

参

加
可

惠

新

松
戸

む

か
し

む
か

し

の

会

・

橋

本
・
1
4
6－
9
7
8
5

番

東

葛

ふ

る

さ

と

フ

ェ

ア

６
月
４
日
収
午
前
1
0時
～
午
後

３

時
　

会
場
Ｊ
Ｒ
京
葉
線
新
浦
安

駅
前
広
場
　

内
容
東
葛
地
域
の

特

産
品
の
展
示
即
売

郢
東
葛
飾
支
庁
県
民
セ
ン
タ
ー
四

6
5－
ｑ
Ｊ
０
０
Ｑ
‥）番

☆食品の保存性と期限表示

★
期
限
が
過
ぎ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

直
ち
に
だ
め
に

な
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
食
べ
ら
れ
る
か
ど
う

か
自
分
で
判
断
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

示
は
ど
う
な
る
の
？

Ａ
　
二

年
間
の
移
行

期
間
か

あ
る
う
え
に
。

「
製
造
年
月
日
」
を

任
意
に
表
示
し
て
も

違
反
に
な
る
わ
け
で

は
な
い
た
め
、
す
ぐ

に
消
え
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

回
　
消
費
期
限
・
賞

味
期
限
っ
て
ど
ん
な

意
味
？

Ａ
　

消
費
期
限
と
は

「
こ
の
期
限
ま
で
に

食
べ
て
く
だ
さ
い
。

期

限

表

示

消
費
期
限
（
使
用
期
限
）

賞
味
期
限

（

品
質
保
持
期
間
）

表
示

不
要

☆
期
限
表
示
は

各
メ

ー
カ
ー
が
科
学
的

・
合
理

的
很
拠
の
も
と
に
表

示

保
　

存
　

性

品
質

が
急
速
に
変
化

し
や

す
く
、
製
造
後

速
や

か
に

消
費
す
べ

き
食
品
（
五
日
以
内

）

品
質

が
保
た
れ
る
の

が
三
ヵ

月
以
内

品
質

が
保
た
れ
る
の

が
三
ヵ

月
以
上

品
質

が
保
た
れ
る
の

が
数

年
以

上

対

象

食

品

食
肉

・
そ
う
菜

弁
当

・
調

理
パ
ン

生
か

き
・
生
め
んな
ど

ハ

ム

ー
ソ
ｊ

セ
ｊ

ジ

か
ま

ぼ
こ

・
牛
乳な
ど

食
用
油
か
ん
・
び
ん
詰

即
席
め
ん
　

な
ど

砂
糖

・
塩

・

ウ
ィ
ス
キ

ー
　

な
ど

表
示

方
法

年
月
日

年
月
日

年
　

月
１

通
の
普
及
に
よ
り
、
食
品
の

保
存

期
間
が
延

び
て

き
た
た
め
「
い
つ

で
き
た
か
」
よ
り
も
「
い
つ
ま
で

困ったときは消費生活センターへ

４

月
１
日
か
ら
２
年
間
の
移
行
期
間
を
設
け
、
食
品
の
日
付
表

示
が
「
製
造
・
加
工
年
月
日
表
示
」
か
ら
「
期
限
表
示
」
へ

変
わ
り

ま
す
。

も
つ
か
」
が
、
消
費
者
に
と
っ
て

必
要

な
情
報
に
な
っ
て
き
た
た
め

で

す
。
ま
た
、
製
造
年
月
日

表
示

は
、
過
度
の
鮮
度
志
向
を
招
き
、

深
夜
操
業
や
返
品
の
原
因
に
も
な

り
、
価
格
の
上
昇
や
資
源
の
無
駄

が
生
じ
や

す
く
な
る
た
め
で

す
。

匐
　
製
造
年
月
日

表

賞
味
期
限
と
は
「
こ
の
期
限
を

過
ぎ
た
か
ら
と
い
っ
て

、
す
ぐ
に

食
べ
ら
れ
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん

。
け
れ
ど
も
食
品
の
品

質
は
、
時
間
と
と
も
に
低
下
し
ま

す
か
ら

、
お
い
し
く
食

べ
る
に
は
。

こ
の
期
限
ま
で

に
食
べ
る
こ
と

が

望
ま
し
い
で
す
」
と
い
う
意
味
で

す
。
　

回
　
保
存
方
法
も
表
示
義
務
か
お

る
の
？

え
　
保
存
方
法

も
原
則
と
し
て
表

示
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

食
品
の
日
付
表
示
が
変
わ
り
ま
す

Ｐ
Ｌ
法
に
よ
る
損
害
賠
償
の
請

求
権
が
認
め
ら
れ
る
の

は
、
製
品

の
欠
陥
に
よ

っ
て

人
の

生
命
・
身

も
し

、
事
故
が
起
き
た
場
合
、

消
費
者
で
あ
る
皆
さ
ん
の
製
品
の

使
い

方
や
手
入
れ
が
正
し
か

っ
た

か
ど
う
か

が
問
題
に
な
り
ま
す
。

製
品
の

仕
様
・
機
能
・
内
容
を
し

っ
か
り
確
認
し
て
、
表
示
・
取
扱
説

体
に

被
害
を
も
た
ら
し
た
り
、
財

産
に

損
害

が
出
た
り
す
る
拡
大
損

害
が
生
じ
た
場
合
で

す
。

単
に

製
品
自
体
の
損
害
に
と
ど

ま
っ
た
場
合
は
、
民
法
に
よ
る
救

済
が
考
え
ら
れ
ま
す
（
左
上
図
）
。

総

合

治

水

推

進

週

間

の

催

し

に

ご

参

加

を

５

月
1
5
日

㈲

～
2
1
日

収

は

総

合

治

水
週

間

で

す

。

真
間

川

流

域
総

合

治

水

対

策
協

議

会
の

主

催
で

次

の

催
し

を

行
い

ま

す
。

「

パ
ネ

ル

展
」

５

月
1
5
日
㈲

～
1
9
日

脂
の

間

会

場
市

役

所

一
階

連

絡

通
路

〔
真

間
川

流

域

フ

ォ

ー
ラ

ム

ーｎ

い

ち

か

わ

〕
５

／
2
1
沺

時
間

①

午
前
1
0
時

～
　

②
午

後

１

時
～
　

会

場

①
大

柏
川

調

整

池

②

市
川

農

協
本

店
　

交

通

①

②
と

も

Ｊ
Ｒ

本
八

幡

駅

よ

り
京

成

バ
ス

（
市

川

北

高
校

行

き

）
で

市
川

農

協

本

店
下

車
　

内

容

①

自
然

観

察

会

②
市
民

団

体
の

活

動

報
告

会

固

河
川

課

業

務

係

実施曜日 会　　場 時間

第1･第3

火曜日 小金北市民センター 午前

旬時
30分

S

11畤
30分

木曜日 青少年会館

金曜日 古ヶ畸市民センター

第2･第4
水曜日 野菊野こどもホール

金曜日 東部スポーツパーク

申込期限…５月12日忠

募集人員…若干名

移

動

児

童

館

「

親

子

で

遊

ぼ

う

会

」（
追

加

募

集

）

実
施
期
間
５

月
か
ら
平
成
８

年

３

月
ま
で
　

対
象
二
・
三
歳
児
（
平

成
３

年
４
月
２
日
～
５

年
４

月
１

日

生
ま
れ
）
の
保
護
者

Ｐ

Ｌ

法

に

基

づ
い

て

損

害

賠

償

を
受

け

る

に

は

、

①
製

品

に

欠

陥

が

あ

っ
た

こ

と

②

損
害

が

発

生
し

た
こ

と

③
損

害

が

製
品

の

欠

陥
に

よ

り

生
じ

た

こ

と

を

、
被

害

者

が

明

ら
か

に

す

る
こ

と

が
原

則
で

す

。

詳
し

く

は

、

消

費

生
活

セ

ン

タ

ー
（
左

参
照

）
に

ご
相

談

く

だ

さ
い

。

明
書
を
よ
く
読
ん
で

、
亊
故
に
つ

な
が
る
よ

う
な
使
い
方
を
し
な
い

よ
う
心
が
け

、
製
品
の
手
入

れ
を

こ
ま
め
に

す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

蠢
常
盤
平
児
童
館
四
8
7－
3
3
2

0
番
（
月
曜
休
館
）

用

途

地

域

指

定

替

え

に

関

す

る
素

案

を

縦

覧

し

、

公

聴

会

を

開
催

し

ま

す

都
市
計
画
法
の
改
正
に
伴
う
松

戸
都
市
計
画
区
域
に
お
け
る
用

途

地
域
の
指
定
替
え
に
あ
た
り
、
素

案
（
広
報
ま
つ

ど
２
月
2
4日
号
・
用

途
地
域
改
正
特
集
号
の

「
新
用
途

地
域
見
直
し
原
案
」に

同
じ
）
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で

、
縦
覧
、
公

‐‐
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
素
案
の
縦
覧
】

５

月
９

日
陶
工

Ｊ
日
㈹
の

午
前

８

時
3
0分
～
午
後
５
時
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）
　
場
所
市
都
市
計

画
課
・
県
都
市
部
計
画
課

【
公
聴
会
】

６

月
3
0日
銜
午
後
２
時
か
ら

会
場
市
民
劇
場
　
公
述
人
の
資
格

市
内
に
住
所
の
あ
る
人
（
法
人

を

含
む
）
公
述
の
申
出
方
法
公
述
を

希
望
す
る
人
は
、
市
都
市
計
画
課

に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、

５

月
９
日
吻
～
2
3日
㈹
の
間
に

直

接
ま
た
は
郵
送
〔
消
印
有
効
〕で
〒

2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七
－

五
松
戸

市
役
所
都
市
計
画
課
へ
（
希
望
者

多
数
の
場
合
は
、
公
述
申
出
書
提

出
者
の
中
か
ら
選
定
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
）
　
　傍
聴
公
聴
会
当
日

直
接
会
場
へ
（
先
着
順
）
。
申
出
人

が
い
な
い
場
合
は
公

聴
会
は
中
止

と
な
り
ま
す
。

蠢
市
都
市
計
画
課
ま
た
は
県
都
市

部
計
画
課
・
1
0
4
3

－
2
2
3
－
3
1
6
1

番厚

生

年

金

・

国

民

年

金

積

立

金

還

元

融

資

で

市

立

病

院

・

市

立

東

松

戸

病

院

の
医

療

器

械

を

整

備

平
成
６

年
度
病
院
整

備
事
業
と

し
て

行
わ
れ
た
医

療
器
械
整
備
事

業
は
、
「
厚
生
年
金
・
国
民
年
金

積
立
金
還
元
融
資
」
に
よ
る
も
の

で
す
。

黯
市
立
病
院
会
計
課

容
6
3－
2
1

7
1
番
、
市

立
福
祉
医

療
セ
ン

タ

ー
東
松
戸

病
院
総
務
課
四
9
1－
5

5
0
0
番

青

い
鳥

郵

便

は

が

き

を

差

し

上

げ

ま

す

対

象
一
級
ま
た
は
二

級
の
身
体

障
害
者
・
児
　

枚
数
二

十
枚

匣
５
月
3
1日
圉
ま
で

に
、
身
体
障

害
者
手
帳
を
持
っ
て

お
近
く
の
郵

便
局
へ
（
郵
便
、
代
理
人
も
可
）

黷
松
戸
郵
便
局
四
6
3－
8
1
5
1

番
、
松
戸
北
郵
便
局
・
1
4
2
－
1
0

6
6
番

私

立

幼

稚

園

児

に

補

助

金

を

支

給

し

ま

す

①

幼
稚
園

就
園

奨

励
費

補
助

金

対

象
平
成
７

年
６

月
１

日

現

在
、
市
内
に

住
民
登
録
を
し
て
い

て
、
公
認
の
私

立
幼
稚
園
に
三
・

四
・
五

歳
児
を
通
わ
せ
て
い
る
保

護
者
　

支
給
時
期
1
2月
中
旬
　

申

請
手

続
幼
稚
園

が
指
定
し
た
日
ま

で
に
、「
保
育
料
等
減
免
措
置
に
関

す
る
調
書
」（
６
月
に
幼
稚
園
で
配

布
）
を
幼
稚
園
に
提
出

※
補
助
金
額
に
つ
い
て

は
、
決
定

次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
幼

稚
園

児
補

助
金

対
象
平
成
７
年
５

月
Ｉ
囗
現
在
、

市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
て
、

公
認
の
私
立
幼
稚
園
に
三
・
四
・

五
歳
児
を
通
わ
せ
て
い

る
保
護
者

補
助
金
額
年
間
で
三
歳
児
＝
一
万

八
千
円
、
四
・
五
歳
児
＝
二
万
四

千
五
百

円
　
支
給
時
期
７
月
中
旬

申
請
手
続
各
幼
稚
園
が
行
い
ま
す
。

※
市
外
の
幼
稚
園
に
通
わ
せ
て

い

る
場
合
は
、
そ
の
幼
稚
園
ま
た

は
市
教
育
委
員
会
財
務
課
へ
問

い

合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

黜
各
幼
稚
園
、
教
育
委
員
会
財
務

課
管
理
係
四
6
6
j
7
4
5
5
番

学

童

災

害

共

済

に

ご
加

入

を

対
象
市
内
在
住
の
市

立
小
・
中

学
校
へ
の
通
学
者
　

申
込
期
日
５

月
1
2日

脂
　
掛
け
金
一
人

年
間
百

円
　

共
済
期
間
４

月
１
日
か

瓲

年
間
　

見
舞
金
一
万

上
（

十
万

円

（
交
通
事
故
・
風
水
害
・
震
災
は

対
象
外
）

黷
保
健
体
育
課
保
健
係

松

戸

市

美

術

展

覧

会

（
公

募

展

）

の

搬

入

日

時

・

会

場

搬
入
日
時
５

月
1
3日
出
午
後
２

時
～
５

時
3
0分
　

会
場
馬
橋
支
所

″
第
三

十
回
記
念
図
録
作
成
の
だ

め
、
例
年
と
出
品
時
期
・
会
場

が
異

な
り
ま
す
。

周一
社
会

教
育
課
市
民
文
化
係
四
6
6

－
7
4
6
2

番

調

理

師

試

験

試
験
日
７

月
2
1日
向
　

会
場
東

葛
飾
合
同
庁
舎
　

願
書
受
付
５
月

2
2日
囲
～
2
4日
困
午
前
９

時
3
0分

～
午
後
４

時

筒
松
戸
保
健
所

保
健
指
導
課

容
6
1

－
2
1
2
1

番

赤

十

字

社

員
（
会

員

）
に

ご
加

入

を「
す

べ
て
の
人
々
に
人

間
の
尊

厳
を
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に

、
赤
十

字
社
員
（
会
員
）
増
強
・
社
資
募
集

運
勳
を
展
開
し
ま
す
。

災
害
救
護
や
献
血
・
医

療
活
動

な
ど
は
、
皆
さ
ん
の
浄
財
（
社
費
）

に
よ

っ
て
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。

町
会
役
員
・
赤
十
字
奉
仕
団
員

が
お
伺
い
し

ま
す
の
で
、
運
動

の

趣
旨
を
一
人
で

も
多
く
の
人
に

ご

理
解
い
た
だ
き

、
ご
加
入
い
た

だ

け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

蠢
日
本
赤
卜
字
社
千
葉
県
支
部
松

戸
市
地
区
（
援
護
課
内
）

床

下
薬

剤
散

布
日
程
表
（
５
月

分
）

）内
は
午
後
に
実
施

蠢
生
活
環
詭
課

環
境

衛
生
係

期 日 散布町会・自治会

5/8 側 八ヶ崎新町・中根

９㈲ 河原塚第１・第２・郊外大橋

1肺 和名ヶ谷

11㈲ 紙敷新田・紙敷中内薄迪

12缶 大橋

15(月) 秋山・秋山団地 べ秋山南）

1糾 高塚新田

17洳 高塚新田・紙敷向新橋

18附 栗山第卜 第２･下矢切若葉町･上矢切第1

19瀏 柿ノ木台

22(月) 中矢切第１･下矢切栄町･(下矢切日松会)

2釖 上矢切第２・第３・（下矢切睦会）

2杤 下矢切第１・第２・第３

25附 二十世紀が丘･三矢小台3 丁目･(大黻･ 大橋南･中松町)

2膾 六実北町一東町･第五･平和台･六高台団地自治会

2鯤 六実緑町

30(火) 六実元町･本町･仲吁双葉町･南珥J･六高台2丁目

31團 高柳

（
叨
　
な
ぜ
期
限
表
示
に
変
わ
る
の

で
す
か
？

Ａ
　

真
空
パ

″
ク
包
装
や
低
温
流

健
康
診
査
の
通
知
を
対
象
者
に
順
次
発
送
し
て
い
ま
す

が
、
同
封
の
委
託
医
療
機
関
一
覧
表
中
「
檜
山
外
科
医
腸

科
医
院
」
は
「
檜
山
外
科
胃
腸
科
医
院
」
の
誤
り
で
す
の

で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
乳
が
ん
検
診
の
結
果
は
個
人
宛
て
に
通
知
し
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
検
診
時
に
医
師
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

固

健
康
管
理
課
業
務
係
昔
6
6－

フ
４
８
フ
番

中

途

失

明

者

相

談

室

の

ご

利

用

を毎
週

水

曜
日

、

午

前
1
0
時
～

午

後
４

時
　

会

場

飭
千

葉

県

視
覚

障

害

者

福
祉

協

会

（
千

葉

点

字
図

書

館
六

階

）

相

談

員
五

口

市

敏
子

氏

（

水
曜

日
以

外
は

自

宅
・
1
0
4
3

－
2
5
2

1
冖
り
７
ｎ
乙
Ｒ
）
番

）

黷
千

葉

県

視

覚
障

害

者

福

祉
協

会

中

途

失
明

者

相
談

室

容
0
4
3
－
4
2
1
j

5
1
9
9

番

、
囲
0
4
3－
4
2
1－
5
1

7
9

番

損
害
賠
償
を
受
け
る
た
め
に

消
費
者
と
し
て
の
責
任
も

対
象
は
拡
大
損
害

対
象
は

加
工
さ
れ
た

製
品

被

害

者
救

済

に

役

立

つ

Ｐ

Ｌ

法

製
品
の
欠
陥
が
原
因
で
事
故
が

起
き
た
場
合
、
今
ま
で
は

、
被
害

者
が
メ

ー
カ

ー
な
ど
に
過
失
が
あ

ＰＬ法の対象に

なるのは､製造物

の欠陥によって

人の生命、身体

または財産に被

害が及んだとき。

製品が壊れただ

けでは適用され

ないんだよＯ　　j

テレビをつけていたら

突然火が吹いて、火傷

を負ってしまった。

テレビをつけていたら

突然テレビが写らなく

なった。

これだけはＰＬ法によ

る請求は認められない。

今まで通り、民法（債

務不履行責任等）によ

る救済が考えられる。

事故の原因となった製

品を手元に置き、写真

もしっかり撮っておく。

消費生活センターなど

にも相談しよう。

ＰＬ法による請求 民法による請求

5/13土に消費生活キャンペ

ーン 日時…５月13日出午後１時～３時

場所…松戸駅東西デッキ

内容…悪質商法防止の呼び掛け、パ

ネル展示、記念品配布

期 日 5/27(±) ６／３倒 6/10C二lj

時　間 午前10時～正午

テーマ
Ｐ匚法を

知つておこう

Ｐ匚法と消費

者の役割

Ｐ匚法一国民生活センターと家電製品

ＰＬセンターの役割

講　師
生活評論家
金森房子氏

国民生活センター企画調整室長

佐久間　隆氏

家電製品PL センター長石田　晃氏

会　場 京葉ガスＦ松戸第２ビル５階会議室



催

し

物

や

わ

ら

木

苑

祭

り

・

バ

ザ

ー

５

月
2
8日
㈲
午
前
1
1
1
1

一
時
か
ら

会
場
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
お

ら
木
苑
　
内
容
模
擬
店
・
イ
ベ
ン

ト
な
ど

※
バ
ザ
ー
の
品
物
の
提
供
も
歓
迎

鬩
や
お
ら
木
苑
祭
り
実
行
委
員
会

登
8
6－
0
2
1
3

番

百

人

で

歌

う

水

へ

の

讃

歌

「

五

月

の

そ

よ

風

」

５
月
2
0日
出
午
後
６

時
3
0分
開

演
　
会
場
市
民
会
館
　

費
用
五
百

円

内
容

「
水
の
い
の
ち
」
ほ
か

固
女
声
合
唱
団
瑞
季
・
橋
本
音
8
4

1
0
0
8
9

番

千

葉
「

腎

炎
・
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
児

」

を

守

る
会

総

会

６

月
４
日
㈲
午
後
１
時
～
４

時

3
0分
　

会
場
千
葉
市
民
会
館
　
内

容
体
験
発
表
　

費
用

無
料

鬩
田

辺
昔
0
4
7
5
1
2
2
－
0
7

0
7

番

大

正

琴

演

奏

会

５

月
1
3日

出

午

後
２

時

開
演

会
場
市
民
劇
場
　

費
用
無
料

圜
松
戸
市
大
正

琴
連
盟
・
田
中
昔

9
2－

只
）０
４
７

番

ま

の

あ

け

み

コ

ン

サ

ー
ト

５

月
2
1日

㈲
午

後
２

時
開
演

会
場
市
民
劇
場
　

費
用
千
円

醴
ま
の
あ
け
み
コ
ン
サ

ー
ト
実
行

委
員
会
・
三
浦
容
4
5－
7
6
5
8

番

福

祉

バ

ザ

ー

５

月
1
4日
収
午
前
1
1時
～
午
後

２
時
　

会
場

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

犬

物
品
の
提
供
に
も
ご
協
力
を
）

固
障
害
者
問
題
研
究
会
松
戸
サ

ー

ク
ル

・
金
田

容
4
5
1
9
3
8
0
番

借

地

借

家

の

無

料

相

談

５
月
1
2日

齏
午
後
１
時
～
４

時

会
場
勤
労
会
館

汰
契
約
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

。

固
松
戸
借
地
借
家
人

組
合
・
久
保

田

昔
4
1－
8
2
7
9

番

映

画

「
病

院

で

死

ぬ

と

い

う

こ

と

」

＆

講

演

・

シ

ン

ポ

５

月
1
3
日

出
午

後
１

時
4
5分

～
５

時
4
5
分
　

会
場

市

民
会

館

費
用
千
五
百
円

固
良
い

仕
事
起
こ
し

と
地
域
づ
く

り
を
す
す
め
る
実
行
委
員
会
・
千

田
容
4
5
1
7
2
8
7
番
（
夜
間
）

全

国

一
斉

ウ

ォ

ー
ク

ラ

リ

ー

大

会５
月
2
1日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後

４

時
　
ス
タ
ー
ト

①
Ｊ
Ｒ

松
戸
駅

②
上
本
郷
駅
③
矢
切
駅
　

ゴ
ー
ル

Ｊ
Ｒ
松
戸
駅
　

費
用
三
百
円

惠
５
月
1
4日
㈲
〔
消
印
有
効
〕
ま

で
に

、
往
復
（

ガ
キ
に
参
加
者
全

員
の
氏
名
・
年
齢
・
代
表
者
の
住

所
・
電
話
番
号
・
コ

ー
ス
を
記
入
し

て

、
〒
2
7
0
松
戸
市
小
金
原
八
１

一

三
－

ニ

ー
一
二

二
〇
三

伊
藤
方
松

戸
レ

ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

協
会
事
務

局
（
０
３
-
7
4
1
9

番
）
　へ

期日 会　　場 時　　間 形態

5/們附 二鉗紀西祇ｾﾝﾀｰ

午後3時～4時

キ

ヤ－
フ
バン

12廁 小金市民センター

18困 明市民センター

19廊 六実市民センター

25附 五香市民センター

26㈲ 松飛台市民センター

5/10團 図書館本館 午後3時～3時3謗

お
は
な
し
会

11困 みどり号駐車場 午前10時50分～11時3〔}分

13倒 みどり号駐車場

罹塲豐~賜珀

樋 囎膀~謫5竕
2刪竕~2刪竕
謫20分~俑

24團 図書館本館 午後3時～3時3膀

5/17W0小金分館 午後3時～3時30分 絵本おはなし会

…無料 でんわおはなしキヤ

固市立図書館Q65-5115 番

対象 …3～9歳　 費用

ラバンa77-0000 番

松

戸

西

子

ど

も

劇

場

子

ど

も

ま

つ

り

５

月
1
3日
出
午
前
1
0時
～
午
後

３
時
　

会
場
上
本
郷
第
二
小
学
校

内
容
子
ど
も
の
手
作
り
ゲ
ー
ム
・

歌
・

ダ
ン
ス

・
人
形
劇
ほ
か
　
費

用
百
円
（
保
険
料
）

黯

松
戸
西
子
ど
も
劇
場
事
務
局

登
6
1－
1
6
0
6

番

ス
ポ
ー
ツ

初

心

者

ゲ

ー

ト

ボ

ー

ル

教

室

５
月
2
5日
困
・
2
6日
窗
・
2
8日

収
、
午
前
９
時
～
午
後
３
時

雨

天

中
止

）
　
　会
場
中
央
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル

場
　

費
用
無
料
（
昼

食
持
参

圉
当
日

会
場
で

醴
松
戸
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
・

池
田
容
4
3－
0
2
5
0

番

な

ぎ

な

た

教

室

５

月
１９
一
日

～

７

月
1
4
日

の

毎

週

金

曜

日

・

全

十

回

、

午

前
い
1
1
1
1

一
時

～

午

後
１

時
　

会

場

運

動
公

園

剣

道
場
　

対

象

市

内
在

住

の
人
　

費

用

千

三
百

円

（
保

険

れ
）

惠

電

話

で

松

戸

市

な

ぎ

な

た

連

盟

・
野

口

容
4
5－
0
4
1
0

番
へ

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

教

室

５
月
1
3日
～
６
月
３
囗
の

毎
週

土
曜
日
（
全
四
回

、
午
後
７

時

～
９

時
　

会
場
小

金

原
体

育
館

費
用
二
百
円
（
保
険
料
）

惠
当
日
会
場
で

固

体

育
指

導
委

員
・

市
村

登
4
2

1
6
1
9
0

番
（
夜
間
）

ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

教

室

５

月
2
1
日

収
午

前
９

時
3
0分

～
正

午
　

会
場
新
松
戸
北
小
学
校

体
育
館
　

費
用
無
料
　
定
員
先
着

三
十
人

圃
当
日

会
場
で

固
体
育
指
導
委
員
・
小
林
昔
4
5－

3
6
8
5

番

健

康

体

力

づ

く

り

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

６
月
1
0日
出

午
後
１

時
～
５
時

会
場
運
動
公

園
体
育
館
　
内
容
健

康
・
体
力
づ
く
り
に
関
す
る
グ
ル

ー
プ
実
技
発
表
二

五
分
程
度
）

定
員
先
着
二
十
団
体
　
費
用

参
加

費
一
人
二
百
円

※
５
月
1
6日
㈹
午
後
４

時
か
ら

運

動
公
園
会
議
室
で
代
表
者
会
議

を
閧
催
し
ま
す
。

圃
５

月
1
5囗
囲
ま
で
に

、
直
接
ス

キ
・Ｉ・
ツ

課
（
容
6
3－
9
2
4
1

番
）

へ初

心

者

カ

ヌ

ー

ス

ク

ー

ル

５

月
2
8日
～
６

月
2
4口
の
土
曜

♀

後
１
時
3
0分
～
４

時
3
0分
）・

日
曜

牟

前
1
0時
～
午
後
１
時
）

〔
６
月
３
日
・
1
7日
を

除
く
〕
の

う
ち
都
合
の
良
い
二
日
　
会
場

江

戸
川
（
古
ヶ
隨
）
　
対
象
小
学
校

四
年
以
上
・
健
康
で

多
少
脉
げ
る

人
　

費
用
八
千
円
（
二
日
間
）

圃
（

ガ
キ
に

都
合
の
良
い
日
（
二

旦

・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
生
年

月
日
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
松
戸
市

小
金
原
三
－

一
八
－

⊇

∇

三
〇

三
松
戸
市
カ
ヌ

ー
協
会
・
岡
田
威

夫
（
容
4
2－
9
4
3
9

番
・
午
後

７

時
以
降
）
　へ
　

ｂ

’

‐
ｒ

ｌ

：

―

－

‐

市

民

七

人

制

ラ

グ

ビ

ー

大

会

６
月
1
8日
収
午
前
９
時
～
午
後

５

時
　
会
場
陸
上

自
衛
隊
松
戸
駐

と
ん
地
ラ

グ
ビ
ー
場
　
対
象
市
内

在
住
・
在
勤
者
の
チ

ー
ム
（
先
着

土
（
チ

ー
ム
）
　
　費
用
一
チ
ー
ム

一
万

円

圉

電
話
で

松

戸
市
ラ

グ

ビ

ー
協

会
・
阿
部
（
昔
8
8
1
5
0
3
9
番
・

夜
間
）
　へ

気

功

初

心

者

講

習

会

５
月
2
4日
～
６
月
1
4日
の
毎
週

水
曜
日

（
全
四
回

、

午
前
1
0時

～
幵一
時
3
0分
　
会
場
運
動
公

園
会

議
室
　

定
員
先
着
二
十
人
　

費
用

四
千
円

圃
往

復（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て

、
〒
2
7
0
松
戸
市
牧
の
原
四
三

五
－

一
－

一
－

九
１
八
〇

六
気
功

と
健
康
茶
の
会
・
鈴
木
弘
子
（
容

8
4－
4
5
5
9

番
・

午
後
２
時
～

４

時
）
　へ

グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
教
室

日　時 会　場 申し込み
・費用

問い合わせ

５／忸日）
午
前
９
時
Ｓ
正午

六高台スポ

ーツ広場

保 当
険 日
料 会
百 場円 で

体育指導委員

山方S87-9009 番

詐日）
新松戸南小

学校校庭

無 当
料 日
会
場で

体育指導委員

木下S45-3429 番

見
に
行
こ
う

聴
い
て
み
よ
う

＝
文
化
施
設
だ
よ
り

＝

醴 市民 会館W68-1237 ～9 番茴市民劇場a68 －0070 番
茴文化ホール

O67-7810 番
鬩 パークセンタ ーS45 ―8900番

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

６
／
３
圉
2
8目
2
1日
2
0山
1
3山

５
／
７
臼

期
　
日

子
す
ず
め
保
育
園
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
音
楽
会

イ
ル
カ
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
☆

松
戸
民
踊
舞
踊
大
会

則
松
彰
　
追
悼
コ
ン
サ
ー
ト
☆

～
５
月
の
そ
よ
風
久
ン
ヨ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
☆

映
画
「
病
院
で
死
ぬ
と
い
う
こ
と
Ｌ
（
上
映
＆
講
演
会
）

～
障
害
者

こ
咼
齢
者
に
慟
く
場
を
～
☆

旭
水
流
舞
踊
発
表
会
内
　
　
　

容

８
・
０

１
・
０

Ｏ

・

０

１

・

３

６

・

０

１

・

０

８

・

０

１

・

３

３
・
５

１
・
４

Ｏ

・

０

１

・

０

開
演
時
間

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

４
日

６
／
３
圉
2
8日
2
7山
2
6廊
2
5困
2
4伽
2
1日
1
4日
1
3山
1
2廊
７
日

５
／
５
睨

期
　
日

美
保
会
民
謡
お
さ
ら
い
会

東
京
電
気
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
演
奏
会

松
戸
詩
吟
剣
詩
舞
連
合
会
発
表
会

演
劇
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
☆

カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
演
奏
会

旭
日
合
唱
団
発
表
会

ま
の
あ
け
み
コ
ン
サ
ー
ト
☆

ピ
ア
ノ
発
表
会

松
戸
あ
け
ぼ
の
会
大
正
琴
演
奏
会

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
☆

ピ
ア
ノ
発
表
会

ピ
ア
ノ

ー
エ
レ
ク
ト
ー
ン
発
表
会

内
　
　
　
容

０

・

０

１

・

０

８

・

０

１

・

３

Ｏ

・

０

１

・

３

８

・

０

１

・

０

８

・

０

１

・

３

８

・

０

１

・

０

６

・

０

１

・

３

（

Ｍ
）
・

Ｏ

１

・

０

４

・

０

１

・

０

３

・

５

１

・

４

３

・

０

１

・

０

８

・

０

１

・

３

２

・

０

１

・

０

２

・

０

１

・

３

開
演
時
間

※
月
曜
日
は
休
館

。
開
館

時
間
・：
午
前
1
0時
～
午

後
６

時

3
0㈲
～
６
／
４
日

2
7圉
～
2
8臼

2
3㈲
～
2
8日

1
6㈲
～
2
1Ｈ

９
㈲
～
1
4日

５
／
２
㈲
～
７
日

期
　
　

間

稔
台
文
化

祭
（

絵
画

・
書
道
・
版
画
展
）

武
田
書
道
会
展

松
戸
市
肅
連
展

墨
松
会
水
墨
画
展

版
画
「
羽
田
信

彌
の

世
界
」
展

緑
樹
会
洋
画
展

内
　
　
　

容

入
館
時
間
・：
午
前
９

時
～
午
後
４
時
3
0
分

※
月
曜
日

は
休
館

物し催 示展

期
　
　

間

圃
当
日
会
場
で
（
先

着
二
十

五
名
）
　

費
用
・：
無
料
　

※
雨
天

中
止

2
1⑥
午
後
２
時
～
３

時

５

／
1
3圉

午
前
９
時
3
0分
～
1
1時
3
0分

3
1團
Ｓ
６
／
４
日

2
4團
～
2
8目

1
0圉
～
2
0山

５
／
７
日

ま
で

昆
虫
ウ
ォ
ツ
チ
ン

ブ
「
花
を
訪
れ

る
虫

た
ち
Ｌ

講
師
：
・
自
然

解
説
員
・
松
葉
光
豊
氏

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
「
カ
イ
ツ
ブ
リ
の
巣
を
さ
が
そ
う
」

講
師
：
・
自
然

解
説
員
・
首
藤
美
恵
子
氏

「
押
花
－

花
た
ち
の
語
ら
い
－

作
品
展
」
ア
ト
リ
エ
敝

「
原
色
現
代
押
し
花

展
Ｌ

原
色
現
代
押
し
花
の
会

「
四

季
の
野
鳥
画
展

」
野
鳥
を
描
く
会

「
春
の
特
別
盆
栽
展
」
日

本
盆
栽
協
会
松
戸
支

部

内
　
　
　

容

情報チャンネル

おはなしキャラバン

21世紀の森と広場 文化ホール
ギャラリー 市民劇場

市民会館

シート ベルト 着用推進キャンペーンクイズ

問1　 平成6 年中における全国の自動車乗車中の

死者のうち。シートベルトをしていながった人の

割合は次のうちどれでしょう。

①23.7％　②50.0％　③74.4％

問2　 シートベルト 非着用の違反をしていた場

合、次の免許更新時に、優良運転者に対して与え

られる「ゴールド免許」はもらえますが。

①もらえない。

②1 回の違反であればもらえる
Ｏ

③何回違反してももらえる
Ｏ

問3　 小学校に入学する前の子供が車に乗ると

き、次のうち最も安全なのはどれでしょう。

①大人のひざの上にだっこする。

０チャイルドシートを使用する。

０そのまますわる。

賞i　A 賞電動アシストサイクルB 賁テレビデオ

C 賞ミニコンポ

圃6 月15日（当日消E陏 効）までに、ハガキに希

望の賞品名、クイズの答、住所、氏名、年齢、性

別､ 職業､電話番号を記入し、到06 東京都港区西

麻布3 －24－20　胴日本交通安全教育普及協会

「シートベルクィズ」卜係へ

パークセンター



小
・
中
・
高

校

生

の

た

め

の

魔

法

の

一

本

針

手

編

み

講

習

会

５

月
1
3日
出
・
2
0日
出
、
午
後

２
時
～
４

時
　
会
場
青
少
年
会
館

費
用
千
五
百
円
（
材
料
費
含
む
）

定
員

先
着
二
十
五
人

固
編
物
手
芸
文
化
協
会
・
安
達
容

4
3
1
a
ｕ
８
（
１１む
８
番

フ

ォ

ー

ク

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会５

月
1
2
日

～

６

月
２

日

の

間

の

毎

週

金

曜
日
（
全

四

回
）
、
午

前
1
0

時

Λ
1
1
1
1

一
時
3
0
分
　

会

場
矢

切

公

民

館
　

対

象
六

十

歳

く

ら
い

ま
で

の

終

了

後

会

員
に

な

れ

る
人
　

費
用

千

五

百
円

圃

電

話
で

横
山
｛
一一
6
2－
8
0
0
6

番

へ
体

験

教

室

「
稲

を

つ

く

る
」

事
前
勉
強
会
＝
５
月
1
4日
収
午

前
1
0時
～
正
午
、
田

植
え
＝
５
月

2
1日
収
午
後
１
時
～
４
時
　
内
容

田
植
え
・
草
取
り
・
か
か
し
作
り
な

ど
稲
刈
り
ま
で

の
作
業
　

対
象
小

学
校
三
上
（

年
生
（
全
日
程
に

参

加
で

き
る
人
）
　
定
員
二
十
人
（
抽

選
）
　
　会
場
2
1世
紀
の
森
と
広
場

惠
５

月
1
2日
齏
ま
で
に
、
往
復
（

ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
学
年
・
電
話

責

づ
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
0
松
戸
市

千
駄
堀
六
七
一
市
立
博
物
館
（
0

8
4－
8
2
7
2

番
）
　へ

青

年

講

座

「

一

か

ら

学

ぶ

ス

ペ

イ

ン

語

」

５

月
2
7
日

～
３

月
2
3
日

の
土

曜

日

（

休

講
の

週

あ

り
・
全

二

十

回
）
、

午

後
２

時
3
0
分

～
４

時
3
0
分
　

会

場

市

民

会
館
　

対

象

十

六

歳
以

上

の

人
（
三
十

歳

未

満
の

人

優

先

）
・

二

十

五
人

（
抽

選

）
　

費

用

三
千

百

円

（
テ

キ

ス
ト

代
）

惠
５

月
2
0
日

出

必

着
で

、

往

復
（

ガ

キ
に

住
所

・

氏

名
・

年

齢

・

電

話

番
号

を

記

入
し

て

、

〒
2
7
0松
戸

市

新

松
戸

南
ニ

ー
ニ

青

少

年

会
館

（｛
一一
4
4－
8
5
5
6

番

｝
　へ

講

演

会

「

野

菜

を

上

手

に

た

べ

よ

う

」

５

月

９９
一
日

㈲

午

前
1
0
時

Λ
1
1
1
1

一
時

3
0分
　

会

場

中

央

保

健

セ

ン

タ

ー

講

師

聖

徳

大

学

教

授

・

伊

藤

輝

子

氏
　

費

用

無

料

圃

直

接

会

場

へ

固

健

康

管

理

課

常

盤

平

方

面

保

健

室

容
8
4
1
1
3
3
3

番

ジ
ュ

ニ

ア

社

交

ダ

ン

ス

講

習

会
５
月
・
６

月
の
金
曜
日

（
月
三

回
）
、
午
後
４

時
3
0分
～
５

時
3
0分

会
場
青
少
年
会
館
　

対
象
小
学
校

三

年
生
～
中
学
校
一
年
生
　

費
用

無
料

゛

醴
舞

夢
新

松
戸

ダ
ン
ス

サ

ー
ク

ル
・
西
登
4
4－
5
6
9
1

番

講
座
・
講
演

東

洋

学

園

大

学

公

開

教

養

講

座
「
国
際

化
の
時
代

を

生
き

る
」

５
月
1
3日

、６
月
1
0日
、７

月
８

日

、９
月
９
日
の

各
土
曜
日

、
午
後

１
時
～
２
時
3
0分
　

会
場
東
洋
学

園
大
学
（
流
山
市
鰭
ヶ
崎
）
　
定

員
先
着
百
人

費
用
千
円
（
資
料
代
）

惠

５
月
８
日
㈲
～
1
0日

團
の
間
に
、

電
話
で

東
洋
学
園
大
学
総
務
課
昔

0
4
7
1
－
5
0－
3
0
0
1

番
へ

情

報

セ

ン

タ

ー

ビ

デ

オ

講

座

①
初

級
＝

５

月
2
4
日

困
～
2
8
日

㈲

②
中

級
ａ

５

月
2
6
日

金
～
2
8
日

収

の

う

ち

一
日

、

午

後

１

時
3
0

分

～
４

時
3
0
分
　

会

場

森
の

ホ

ー・‐・

ル
2
1
情

報
セ

ン

タ

ー
　

内
容

ビ
デ

オ

編

集

機

器

等
の

取

り

扱
い

方

な

ど

①
八

卵
・
ｖ

Ｈ
ｓ

②
ｖ

Ｈ
ｓ

、

持

ち

物

撮
影

済
み

と

未

収
録

の

ビ

デ

オ
テ

ー

プ
　

費

用

無

料
　

定

員

各

日

①
ｖ

Ｈ
ｓ

一

人
、
八

卵
二

人

、

②
一

人

匣

５

月
1
4
日

㈲

ま
で

に

、
電

話

で

森

の

ホ

ー
ル
2
1
情

報
セ

ン

タ

ー
昔

8
4－
5
0
5
0

番
へ

「
市

民

と

と

も

に

福

祉

の

街

づ

く

り

」

講

演

会

５

月
1
3
日
出

午

後
１

時
1
5分

～
４

時
4
5
分
　

会
場

勤
労

会

館

講
師
前
町
田
市
長
・
大
下
勝
正

氏

費
用
五
百
円

腮
政
策
を
語
る
会
・
山
本
昔
6
2－

5
5
2
3

番

盆

養

菊

植

え

込

み

講

習

会

５

月
2
1日

㈲
正
午
～
午
後
３
時

会
場
市
民
会
館
　
費
用
無
料

固
千
松
菊
花
会
・
結
城
昔
6
3－
5

9
8
5

番

春

の

陶

芸

一

日

教

室

５

月
９
月

㈹
午
前
９

時
3
0分
・

午
後
Ｏ

時
1
5分
・
３

時
か
ら
の
う

ち
の
一
回
　
会
場
陶
松
（
市
立
病

院
裏
）
　

費
用
五
百
円
（
陶
土
・

焼
き
代
別

）
　
　定
員
先
着
十
二
人

固

縄
文
土
器
を
作
る
会
・
小
堀
昔

6
8－

７
７
９
ズ
り
番

甲

種

防

火

管

理

講

習

会

６

月
１
日
團
・
２
日
窗
、
午
前

９

時
3
0分
～
午
後
５

時
　
会
場
市

消

防
局
　

定

員
先

着
百
五

十
人

費
用
四
千
円

惠
５

月
1
5
日

側
～
2
2日

㈲
の

間

に

、
直
接

各
消
防
署
ま
た
は
消
防

局
予
防
課
（
ｆｔ
6
3－
1
1
1
1

内

線
2
0
8
番
）
　へ

初

級

手

話

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

養

成

教

室

５
月
1
7日
～
７
月
1
9日
の
毎
週

水
曜
日
（
全
十
回
）
、
午
後
６

時
4
5

分
～
８
時
4
5分
　
会
場
社
会
福
祉

協
議
会
　

費
用
六
百
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）
　
　定
員
先
着
三
十
人

兩
５

月
８

日
㈲
～
1
1
1
1

一
日

團
の

間

に

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
容

6
2－
5
9
6
3

番
へ

図

書

館

市

民

講

座
「
渋

谷

バ
ラ

エ

テ

ィ

ー

美

術

館

め

ぐ

り

」

５

月
1
8
日

市

・
2
0
日
出

、
午

前

９

時
3
0
分

松
戸

駅

市

民

ギ

ャ
ラ
リ

ー
前

集

合
　

コ

ー

ス

松

濤
美

術

館

上

戸
栗

美

術
館

ほ

か
　

定

員

各

回

三

十

五
人

（
抽

選

）
　

費

用

入

館

料

二

千
四

百

九

十

円

、
交

通

費

各

自

負

担

匣

５

月
い
1
1
1
1

一
日

市

ま
で

に

、
往

復
（

ガ

キ
に

住

所
・

氏

名

・

年
齢

・

図

書

館

利
用

カ

ー
ド

番

号

・
電

話

番

号

を

記
入

し

て

（
一

枚
に

二

人

記

入

ま
で

可

）
、
〒
2
7
1松

戸
市

松

戸

二

〇

六

〇

市

立
図

書

館

（
0
6
5
－
5

1
1
5

番

）
　へ

初

級

日

本

語

教

室

午
前
の

部
＝
５

月
2
9日
～
７
月

3
1日

の
毎
週
月
曜
日

、
午
前
1
0時

～
正

午
、
夜
間
の
部
＝
５
月
3
0日

～
８

月
１
日
の
毎
週
火
曜
日
、
午

後
７

時
～
９
時
　

会
場
市
役
所
研

修
室
　

講
師
譛
松
戸
市
国
際
交
流

協
会
会
員
　

対
象
市
内
お
よ
び
近

隣
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
外
国

人
で
日
本
語
が
不

自
由
な
人
　
定

員
各
四
十
人
　

費
用
千
円

※
周
り
に
対
象
と
な
る
人
が
い
た

ら
、
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

惠
直
接
譛
松
戸
市
国

際
交
流
協
会

（
市
役
所
内
）
　へ

保
健
・
衛
生

療

育

相

談

５

月
一
1
1
1
1

一
日

市

午

後
１

時

～
１

時

3
0分

受
け

付

け
　

会

場

松

戸

保
健

こ
　
　
　
　
き
９
つ

所
　

対

象

乳

児
の

股

関

節

脱
臼

検

診

米
受

診

者

、

整
形

外

科

学

領
域

の

診

察
・

相

談

等
を

希
望

す

る
十

八

歳
未

満

の
入

汰

乳
幼

児

の

場
合

は

、

母
子

手
帳

を

ご

持

参

く
だ

さ

い

。

圃
電

話

で

松

戸

保
健

所

保

健

指
導

課

昔
6
1－
2
1
2
1

番

へ

楊

名

時

太

極

拳

初

心

者

講

座

６
月
２
囗
～
８
月
４
日
の
毎
週

金
曜
囗
（
全
十
回

、
午
後
１

時
～

３

時

会
場

勤
労
会
館

費
用
五

千
円

定
員

先
着
二
十
人

固
吉
羽
容
8
5－
1
7
9
7

番

社

会

福

祉

施

設

就

労

入

門

講

座

・

短

期

コ

ー

ス

５

月
2
1日
収
〔
講
習
〕
　・
2
3日

㈹
〔
施
設
実
習
〕
、
午
前
1
0時
～
午

後
４
時
　

会
場
千
葉
市
文
化
セ
ン

タ
ー
（
千
葉
市
中
央
区

中
央
ニ
ー

五
－

匸
　

定
員

先
着
三
十
人

費
用

無
料

圃
電
話
で

県
社
会
福
祉
協
議
会
福

祉
人
材
セ
ン
タ
ー
昔
0
4
3
－
2
4
8
－
1

2
9
4

番
へ

博

物

館

講

座
「
古

文

書

を

読

む

（

中

世

編

）
」

５

月

。（一
日

～
７

月
3
0
日

の

隔
週

日

曜
日
（
全

六

回

、
午

前
1
0
時
3
0

分

～
正

午
　

会

場

市

立

博

物

館

費

用

無

料
　

定

員

三

十

人
（
抽
選

）

講

師

市

立
博

物

館

学
芸

員

※

本

講

座
未

受

講
の

人

を

優

先

惠

５

月
1
4
日

㈲

ま
で

に

、

往

復
（

ガ

キ
に

住

所

・
氏

名

・

電

話

番
号

を

記
入

し

て

、

〒
2
7
0松

戸

市

千
駄

堀

六

七

一

市

立

博

物

館

（
0
8
4

－
8
2
7
2

番

）
　へ

病

態

別

栄

養

指

導

実
施
日
毎
週
火
・
金
曜
日
、
午

前
９

時
～
午
後
４

時
　
会
場
中
央

保
健
セ
ン
タ
ー

※
主
治
医
を
通
じ
て
予
約
し
て

く

だ
さ
い
。

固
健
康
管
理
課
松
戸
方
面
保
健
室

容
6
6
1
7
4
9
0
番

愛

の

献

血

①
５

月
1
0
日

困

②
2
4
日

團

と

も

に

午

前
1
0
時

八

１１一
時
4
5
分

と

午

後

１

時
～

４

時
　

会

場

①

市

役
所

②

伊

勢
丹

松

戸

店

前

固

健

康

管
理

課

業
務

係

登
6
6－
7

4
8
7

番

タ

ッ

プ

ダ

ン

ス

公

開

レ

ッ

ス

ン
５

月
1
3
日

出

・
2
1
日

㈲

（
い

ず

れ

か

都
合
の

よ
い
旦

、
午

前
一
1
1
1
1

一
時

～

午

後
Ｏ

時
1
5
分
　

会

場

青

少

年

会

館
　

講

師

元

宝
塚

歌

劇

団

・
和

佐

ま

き
氏
　

対

象
小

学
校

三

年
生

以
上
　

持

ち

物

運
動

の

で

き

る
服

装

（
見

学
の

み

も
可

）

醴

青

少
年

会

館

登
4
4－
8
5
5
6

番詩

吟

講

習

会

５

月
1
7
日

困

・
９９
一
日

㈲

、

各

午

後
６

時
～
８

時
　

会

場

明

市

民
セ

ン

タ

ー
　

費

用

無
料

固
日

本
国

誠

流

詩
吟

連

盟

千

葉
国

誠

会

・
阿

部

昔
6
8－
6
8
2
8

番

ア

メ

リ

カ

ン

グ

ー

ム

セ

ミ

ナ

ー５
月
2
7日

出
午
後
２
時
～
５
時

会
場

青
少
年
会
館
　
講
師
フ
ラ
ン

ク

ー（

リ
ス

氏
　
定
員
先
着
四
十

人

費
用
三
千
円

惠
５
月
2
0日
出
必
着
で

、
（

ガ
キ

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
0
松
戸

市
小

金
原
八
丿

匸
ニ
ー
ニ
ー

ー－

三
〇

三

松
戸

レ

ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

協

会
・
伊
藤
俊
和
（
0
4
2－
7
4
1

9
番
）
　へ

三

歳

児

健

康

診

査

対
象
平
成
４

年
１
月
生
ま
れ
の

幼
児
　

健
診
日
５
月
９
日
・
1
6日
・

2
3日
・
3
0日
の

各
火
曜
日
　

会
場

松
戸
保
健
所

ハガキ記入要領※
該
当
者
に
は
通
知
を
送
り
ま
し

た
が
、
届
か
な
い

場
合
は
、
（

ガ
キ
に
右
記
要
領
を
記
入
し
。

〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七
松
戸
保

健
所
保
健
指
導
課
（
0
6
1－

２

１
２
１
番
）
　へ

醴 社会教育課市民文化係

顋3卜7462 番

醴戸定歴史館
o62 ―2050H

圃市立博物館酋84-8181 番醴森のホール21f184－5050番

西 東
期
間

墨
志
会
　

墨

絵
展

藤
心
陶
芸
作
陶
展

５
／
2
6啻
ま
で

松
戸
ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ォ

ト
ク
ラ
ブ
写
真
展

「
自
然
と
の
出
会
い
」

ぐ
る
ー
ぷ
・
て
ん
作
品
展

（
版
画

・
写
真
ほ
か
）

５
／
2
6廊
～
６
／
９
廊

東
葛
陶
芸

教
室

作
品
展

陶
芸

教
室

陶
松

作
品
展
６
／
９
廁
Ｓ
1
7出

入
館

時
間
・：
午
前
９

時
3
0分
～
午
後
４
時
3
0分
（

月
曜
日

は
休
館
）

入
館
料
：
大

人
六
十

円
・
高
大
学
生
四
十
円

・
小
中

学
生
二
十

円

４
／
2
9国
～
７
／
９
Ｈ

期
　
　
　

間

松
戸

徳
川

家
の
伝
来
品
　
－

徳
川
昭
武
と

そ
の
時
代
－

内
　
　
　

容

※
月
曜
日
（

祝
日
に

あ
た
る
と
き
は
翌
日
∵

第
四

金
曜
日

は
休
館

入
館
時
間
・：
午
前
９

時
3
0分
～

午
後
４

時
3
0分

観
覧
料
：
△

般
三
百
円

こ
局
大
学
生
百
五
十
円

・
小
中
学
生
百
円

５
／
2
8
日
日

ま
で

５
／
3
1
伽
ま
で

午
後
１

時
句

分

・
３

時
句
分
か
ら
十
四

分

間
（
土

・
日

・
祝
日

は
午
前

1
1時
か
ら
も
上

映
）

期
　
　

間

館
覦
錦
絵
展
（
広
重
画
「
鴻
の
台
と
ね
川
風
景
」
ほ
か
2
6点
）

会
場
・：
博
物
館
企
画
展
示
室
　

費
用
：
・
無
料

ハ

イ

ビ
ジ
ョ
ン

映
像
「
大

英
博

物
館
－

タ
イ
ツ

Ｔ一
ス

ト
版
Ｌ
（
観
覧
無
料
）

※
６
／
１
内

か
ら
は
「
韓
国
国
宝
の
旅
／
石
に

込
め

た

永
遠
へ

の

祈
り
」
を
上
映

内
　
　
　

容

ル
ー

ホー心 ル
ーホ大

期
　
日４

臼

６
／
３
圉
2
1臼
1
4日
諂
圉
1
0伽
７
日

５
／
６
圉

６
／
４
日

５
／
６
出

薩
摩
琵
琶
と
英
語
劇
の
会

固
秋
友
瑛
子
音
4
4・
２
２
２
５
番

河
野
春
美
＆
佐
藤
友
美
ピ
ア
ノ
デ
ユ
オ
リ
サ
イ
ク
ル
☆

固
河
野
春
美
t
1
8
5
・
９
１
５
０
番

リ
ト
ル
コ
ン
サ
ー
ト

固
二
木
久
美
子

一`
8
4・
６
７
５
４
番

松
戸
民
謡
協
会
民
謡
民
芻
大
会

茴
松
戸
民
謡
協
会
事
務
局
昔
8
8・
１
３
２
１
番

「
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
会
」
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

閲
高
橋
順
子｛
一一
8
4・
２
１
１
７
番

バ
リ
島
の
「
シ
ュ
コ

ダ
Ｌ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
☆

固
労
音
東
葛
セ
ン
タ
ー
音
6
5・
９
９
１
１
番

ピ
ア
ノ
発
表

会

宮
崎
有
子
・一一
6
3・
３
３
８
５

番

ヤ
ン
グ
ア
ー
チ
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト

固
松
戸
市
文
化
振
興
財
団
ａ
8
4・
５
０
５
０
番

松
戸
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
　
☆

名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

固
笠
村
道
子

酋
4
4・
１
４
１
８
番

森
の
ホ
ー
ル
の

「
メ
サ
イ
ア
」
全
曲
演
奏
会

固
松
戸
市
文
化
振
興
財
団｛
一一
8
4・
５
０
５
０
番

催
　
し
　
物
（
☆
印
は
有
料
）

３
・
０

１
・
０

８
・
０

１
・
０

ｎ
／
」
・

０

１

・

３

Ｏ
・
０

１
・
０

（
‥／
』
・

０

１

・

０

８
・
０

１
・
３

１

・

０

１

‐

０

４
・
０

１
・
０

４

・
０

１

・
０

４

・
０

１

・
０

開
演
時
間

◆テレホン案内サービス
………2566-0010 番

平日・午後５時～翌朝午前９時
休日と土曜・午前９時～翌朝午
前９時
◆夜間急病診療所

………S68-3756 番
衛生会館内・
毎日午後８時～11時
◆休日土曜日夜間歯科診療所 ノ

………S65-3430 番
衛生会館内・午後８時～11時

救急医療体制
健康保険書を忘れずに

森のホール21 市立博物館
戸定
歴史館

松戸駅市民
ギャラリー



これ食べられるかな？

野
草
を
観
察
し
な
が
ら

江
戸
川
ハ
イ
キ
ン
グ

講師から野草の説明を受ける参加者

川を守る会松戸(江戸４月16日(日)、江戸川ハイキング

支部主催) が行われました。

浦島草
(ウラシマソウ)

松戸駅西口つき当たりの土手から、里見公園(市川市)ま

での6.7*bを野草を観察しながらハイキングするもので、途

中、参加者は野草の名前や食べ方など、講師の説明に熱心

に聞き入っていました。

その後親子連れや友達同士などの参加者は、矢切の渡し

場近くの土手で昼食をとり、摘んだばかりの野草で作った

みそ汁などを味わいました。

茶
色
の
筒
の
中
か
ら
、
長
い

ひ
も
の
よ
う
な
も
の
が
伸
び
て

い
ま
す
。
こ
の
姿
、
な
に
か
に

似
て
い
ま
せ
ん
が
？
　

新
緑
の

林
の
中
で
、
気
持
ち
良
さ
そ
う

に
釣
り
糸
を
た
ら
し
て
い
る
浦

島
太
郎
に
は
見
え
な
い
で
し
ょ

う
か
？
お
話
の
中
で
は
、
浦
島
太
郎

は
お
じ
い
さ
ん
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
林
の
中
の
浦
島
草

は
小
さ
い
と
き
は
雄
株
、
成
長

し
て
大
き
く
な
る
と
雌
株
に
変

身
し
ま
す
。

姿
、
成
長
の
様
子
と
も
に
、

な
ん
と
も
ユ
ニ
ー
ク
な
植
物
で

す
ね
。

小
金
原関

靖

江

さ
ん

保

夫

さ
ん

自
然
観
察
が
好
き
な
の
で

夫
婦
で
参
加
し
ま
し
た
。

野
草
は
以
前
に
も
食
べ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回

の
ハ
イ
キ
ン
グ
で
レ
パ
ー
ト

リ
ー
が
増
え
ま
し
た
。

摘
ん
だ
野
草
は
、
今
夜
早

速
お
い
し
く
調
理
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

身近な街の話題をお寄せください。

醋広報課

新
・
日
本
街
路
樹
百
景
の

顕
彰
碑
を
設
置

設置された顕彰碑

常盤平のけやき通りが「新･日本街路樹百景」

（読売新聞社主催）に選ばれ、それを記念する

顕彰碑が常盤平支所前に設置されました。

４月訪日には顕彰碑の除幕式も行われ、認定

を祝いました。これからは、けやきの新芽が申

びる季節。街路樹百景にふさわしい美しい姿を、

私たちに見せてくれそうです。

マ
ナ
ー
を
守
っ
た
心
や
さ
し
い
運
転
を

桜
ま
つ
り
の
パ
レ

ー
ド
を
先
導

す
る
白
バ
イ
。
そ
の

中
で
も
、
ひ

と
際
目
を
引
く
赤
い
ラ
イ
デ
ィ
ン

グ
ス
ー
ツ
。
千
葉
県
警
察
本
部
交

通
機
動
隊
所
属
の
加
門
真
弓
さ
ん

は
、
女
性
白
バ
イ
隊
ホ
ワ
イ
ト
レ

デ
ィ
ー
ス
の

隊
員
と
な
っ
て
二
度

目
の
春
を
迎
え
た
。

高
校
三
年
生
の
秋
、
紅
葉
の
街

路
樹
の
中
を
疾
走
す
る
白
バ
イ
を

見
た
。
女
性
が
乗
っ
て

い
た
。

「
か
っ
こ
い
い
、
女
の
人

が
あ

ん
な
に
大
き
な
オ
ー
ト
バ
イ
を
運

転
し
て
い
る
」
。
走
り
去
る
白
バ
イ

の
音
を
聞
き
な
が
ら

、
加
門
さ
ん

は
警
察
官
に
な
っ
て
白
バ
イ
に
乗

る
こ
と
を
決
意
し

た
。

スで活躍レディー女性白バイ隊ホワイト

か も ん

さ ん真弓
問加

平
成
四

年
、
千
葉
県
警
察
官
に

採
用
さ
れ
、
印
西
署
に
配
属
に
な

っ
た
。
憧
れ
の
女
性
白

バ
イ
隊
ホ

ワ
イ
ト
レ

デ
ィ

ー・
ス
は

、
わ
ず
か

五
人
の
枠
し
か
な
か
っ
た
。

印
西
署
地
域
課
で

の
勤
務
が
一

年
を
過
ぎ
よ
う
と
し
た
こ

ろ
、
ホ

ワ
イ
ト
レ
デ
ィ
ー
ス
に
欠
員
が
出

た
。
書
類
選
考
・
体
力
テ
ス
ト
・

厳
し
い
選
考
訓
練
を
持
ち
前
の

ガ

ッ
ツ
で

乗
り
越
え

、
念
願
の
白
バ

イ
隊
員
に
な
っ
た
。

ホ
ワ
イ
ト
レ

デ
ィ
ー
ス
は
、
主

に
パ
レ

ー
ド
ーマ
ラ
ソ
ン
の
先
導
、

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
Ｐ

Ｒ
に
関
す
る
仕
事
を
こ
な
す
。

初
仕
事
も
こ

の
桜
ま
つ
り
の
パ

六実の桜まつりで、パレードの先導

をするホワイトレディース（左が加

門さん）

レ

ー
ド
た
っ
た
。

「
地
元
で
の
仕
事
は
知
り
合
い

も
多
く
恥
ず
か
し
い
で

す
。
で
も
、

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
の

が
う
れ
し
い
で

す
ね
」
と
照
れ
な

が
ら
話
す
顔
も
チ

ャ
ー
ミ
ン

グ
だ

。

加
門
さ
ん
は
、
白
バ
イ
に
乗
ら

な
い
日
に
は
、
交
通
機
動
隊
の

庶

務
を
担
当
す
る
。

「
女
性
と
し
て

も
素
敵
で

、
七

五
〇

四
の
オ

ー
ト
バ
イ
を
乗
り
こ

な
し
て
い
る
こ

と
が
不
思
議
な
く

ら
い
」
と
周
囲
の
目
も
温
か
い

。

「
風
を
切
る
感
覚
が
好
き
」
。
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
オ
ー
ト
バ
イ
を

駆
０
、
休
日
に
は
隊
の
メ
ン
バ

ー

と
ツ

ー
リ
ン

グ
に
も
出
掛
け
る
。

「
オ
ー
ト

バ
イ
に
触
れ
て
い
る

だ
け
で
楽
し
い
」
と
話
す
。
根
っ
か

ら
の

オ
ー
ト
バ
イ
好
き
の
よ

う
だ

。

「
同
じ
オ
ー
ト

バ
イ
を
愛
す
る

人
間
と
し
て

、
マ
ナ

ー
を
守
っ
た

心
や
さ
し
い
運
転
を
心
掛
け
て
ほ

し
い

」
と
い
う
の
が
、
増
え
続
け

る
オ
ー
ト
バ
イ
の
事
故
を
心
配
す

る
彼
女
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。

（
松
戸
市
出
身
）

み
ど
り
の

歳
時
記
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